


【報告事項】 

１．前回（1/27）の総合部会報告（案）の確認 

２．平成 28 年度診療報酬改定について 

３．医療従事者の需給に関する検討会・医師需給分科会（2/4） 

４．地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会（2/4） 

５．医療保険のオンライン資格確認に関する実務者 WG（2/15） 

６．社会保障審議会医療部会（2/18） 

７．日本専門医機構理事会（2/1） 

８．日本准看護師連絡協議会設立総会（3/4） 

 ・3 月 4日に設立総会を行うとした。 

９．四病協各委員会報告 

 ①医療保険・診療報酬委員会（2/5） 

 ②医業経営・税制委員会（2/18） 

【その他】 

１．日医・四病協懇談会（2/24・第 11 回）について 

２．平成 28 年度 総合部会、懇談会 開催日程について 

第 12 回総合部会 

日 時  平成 28 年 3 月 23 日（水）13：30～15：30 

会 場  全日本病院協会 住友不動産猿楽町ビル 7 階大会議室 1 

当番団体 日本医療法人協会 

議 事 

【協議事項】 

１．「災害医療を国家として統合するための提言」について 

 ・日病がとりまとめた提言について、四病協として提案したいとし、各団体持ち帰り、話し合いをし

ていくこととした。 

２．准看協運営協議会（仮）の設置について 

 ・准看護師連絡協議会に関する打合せ会を発展解消し、准看協運営協議会（仮）の設置を提案、委員

構成は打合せ会委員が継続することとし、了承。 

【報告事項】 

１．前回（2/24）の総合部会報告（案）の確認 

２．平成 28 年度診療報酬改定について 

３．中央におけるナース事業運営協議会（2/25） 

４．保健医療情報標準化会議（2/25） 

５．医療従事者の需給に関する検討会・医師需給分科会（3/3） 

６．医療介護総合確保促進会議（3/9） 

７．医療保険のオンライン資格確認に関する実務者 WG（3/9） 

８．地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会（3/10） 

９．医療機関等の消費税問題に関する検討会（3/16） 
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 ・平成 29 年度税制改正要望については、日医の提言に則るが、病院団体としてはあくまでも原則課

税を要望していくことを確認。 

10．病院における地球温暖化対策推進協議会（3/16） 

11．日本専門医機構理事会（3/7） 

12．日本専門医機構社員総会（3/14） 

13．四病協各委員会報告 

 ①医療保険・診療報酬委員会（3/4） 

 ②医業経営・税制委員会（3/17） 

【その他】 

１．平成 28 年度 総合部会、懇談会 開催日程について 

２．その他 

 ○医師法第 21 条について 

  ・医師法第 21 条についてヒアリングが行われる予定であるが、意見の摺り合わせを行うべきでは

ないかとし、各団体 1名で集まり、意見の摺り合わせを行うこととした。 

２．総務委員会 

１．開催回数  12 回 

２．出席者数  延べ 6 名 

３．協議事項 

 （１）四病協各委員会について 

 （２）医療保険・診療報酬委員会委員長について 

 （３）総合部会（9 月 30 日）議題について 

 （４）「日本専門医機構に関する打合せ会」について 

４．総評 

 当委員会は同一月に開催される総合部会の議題等の整理及び総合部会からの特命案件を通常メ

ールを活用して検討する。委員長は総合部会当番団体の総務委員会担当副会長、担当事務局は総

合部会当番団体の持ち回りで行う。 

 本年度は総合部会からの特命案件で、9 月 14 日に委員会を開催。四病協各委員会については、

メディカルスクール検討委員会と准看護師の生涯教育のあり方に関する検討会を廃止し、その他

の委員会等については継続となった。医療保険・診療報酬委員会委員長について、猪口雄二全日病

副会長が中医協委員就任に伴い、委員長辞退の申し入れがあったが、しばらく委員長を継続し、副

委員長に太田圭洋医法協副会長が就任する報告があった。 

 

  

第 19　四病院団体協議会

－268－



 

  

四
　

病
　

院
　

団
　

体
　

協
　

議
　

会

（
日

本
病

院
会

･全
日

本
病

院
協

会
・
日

本
医

療
法

人
協

会
・
日

本
精

神
科

病
院

協
会

）

医
療

制
度

委
員

会
医

療
保

険
・
診

療
報

酬
委

員
会

医
業

経
営

・
税

制
委

員
会

医
療

安
全

対
策

委
員

会

厚
労

省
・

福
祉

医
療

機
構

・
四

病
協

合
同

勉
強

会

准
看

協
運

営
協

議
会

治
療

費
未

払
問

題
検

討
委

員
会

日
本

専
門

医
機

構
に

関
す

る
打

合
せ

会

四
病

院
団

体
協

議
会

（
四

病
協

）
　

組
織

図

総
　

合
　

部
　

会

総
 務

 委
 員

 会

在
宅

療
養

支
援

病
院

に
関

す
る

委
員

会
二

次
救

急
に

関
す

る
検

討
委

員
会

第 19　四病院団体協議会

－269－

第　
　

19



３．日医・四病院団体協議会 懇談会 

１．開催回数  11 回 

２．出席者数  延べ 299 名 

３．協議事項 

（１）地域医療構想について 

（２）入院基本料の見直しについて 

（３）日本医師会「必要医師数調査」について 

（４）医療機関に対する報道の在り方について 

（５）長期処方について 

（６）医師資格証の普及について 

（７）医療分野等 ID について 

（８）医療事故調査制度について 

（９）医療事故調査等支援団体に係る厚生労働省への申し出について 

（10）2025 年の医療機能別必要病床数の推計結果について 

（11）医師資格証の普及について 

（12）マイナンバー制度の施行に係る費用負担の在り方について 

（13）検体測定室を含む薬局・薬剤師をめぐる状況について 

（14）医師主導による医療機器の開発・事業化支援事業について 

（15）在宅専門の診療所について 

（16）日本医師会 病院における必要医師数調査について 

（17）病床機能報告について 

（18）医療事故調査費用保険について 

（19）マイナンバーと医療等 ID について 

（20）日本専門医機構について 

（21）地域包括ケア―日医と病院団体の役割―について 

（22）新たな医療提供体制構築に向けた提言について 

（23）健康サポート薬局について 

（24）水銀に関する水俣条約について 

（25）日本准看護師連絡協議会（仮称）について 

（26）平成 28 年度診療報酬改定～急性期入院医療について 

（27）控除対象外消費税問題について 

（28）療養病床の今後の在り方について 

（29）診療報酬改定について 

（30）「医療に係る消費税に関する緊急要望（案）」について 

（31）日本准看護師連絡協議会設立について 

（32）診療報酬改定について 

（33）税制改正大綱について 

（34）日医かかりつけ医機能研修制度について 

（35）日本准看護師連絡協議会 賛助会員募集等について 
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（36）中医協における最近の議論について 

（37）療養病床の在り方等について 

（38）外部監査等を義務付ける医療法人の範囲について 

（39）日本准看護師連絡協議会設立総会について 

（40）平成 28 年度診療報酬改定について 

（41）新たな専門医の仕組みについて 

（42）医師資格証について 

４．総評 

 2025 年に向けた医療提供体制改革についてと、平成 28 年度診療報酬改定についての議論が主

題として取り上げられ、意見交換がされた。 

 医療提供体制については、地域医療構想や病床機能報告制度、療養病床の今後の在り方、新たな

専門医制度の仕組みを重点に意見交換を行った。 

 平成 28 年度診療報酬改定については、急性期医療の中でも病棟群単位について活発な意見交換

があり、日医と病院団体が結束した結果、病棟群単位の導入に至ったが、主張したものとは違う結

果となった。 

 その他、控除対象外消費税や、医療に係る消費税問題等について意見交換が行われた。 

４．医療制度委員会 

１．開催回数  2 回（うち 1 回は厚労省担当官との打合せ会） 

２．出席者数  延べ 15 名 

３．協議事項 

（１）地域医療構想策定ガイドラインに対して病院団体としてどう対処していくか 

（２）地域医療構想策定ガイドラインに記載されている曖昧な定義に対して病院団体としてどう

考え行動していくべきか（特に「病床機能の定量的な定義を出して行く」ということに対して

どう対処するか） 

（３）地域医療構想策定についての確認と調整 

４．総評 

 厚労省が、地域医療構想策定ガイドラインを作成するにあたり、病院団体として不明瞭な点や

問題点について議論を行った。質問事項をまとめ、厚労省担当官を呼び、質疑応答を行った。 

５．医療保険・診療報酬委員会 

１．開催回数  12 回 

２．出席者数  延べ 141 名 

３．協議事項 

（１）医療保険・診療報酬に関する事項について 

１）１名常勤専従の施設基準の常勤換算について 

２）平成 28 年度診療報酬改定について 
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    （２）その他 

    １）平成 27 年度介護報酬改定について 

４．総評 

平成 28 年度診療報酬改定を踏まえ、上半期は 1名常勤専従の施設基準の要望提出について、下

半期は中医協の動向を踏まえ、7 対 1入院基本料の重症度、医療・看護必要を中心に、診療報酬改

定に関する様々な議論を実施した。 

診療報酬の施設基準において「専従の常勤」と規定されているものについて、複数の非常勤従事

者での常勤換算を認める要望であり、総合部会に報告のうえ 7月 3日に厚生労働省へ提出した。 

平成 28 年度診療報酬改定では、「医療従事者の負担軽減・人材確保について」として、産前・産

後休業及び育児・介護休業を取得した場合に、同等の資質を有する複数の非常勤従事者を常勤換

算することで施設基準をみたすことが原則認められることとなり、当委員会の要望が全面的に認

められたものではないが、複数の非常勤従事者の常勤換算で施設基準をみたせることにより、よ

り柔軟な対応が可能となると推察される。 

平成 28 年度診療報酬改定において、重要な項目の一つである 7対 1入院基本料については、「入

院基本料の病棟群単位での選択制導入」を重点項目とし強く主張していくこととし、11 月 26 日に

四病協に依頼があり開催された「民主党・厚生労働部門会議における診療報酬改定に関するヒア

リング」に出席した委員も病棟群単位に的を絞って説明した。 

重症度、医療・看護必要度のＡ項目やＣ項目に追加すべき項目等を議論し、「全身麻酔だけでな

く、脊椎麻酔及び硬膜外麻酔を加える」や「内視鏡手術や血管内手術も加える」等の意見があり、

結果的に診療報酬改定に結びつくこととなった。 

平成 27 年度は介護報酬が改定されたことから、新設された介護職員処遇改善加算等について、

介護施設を多く運営している委員を中心に、現状報告により実態を認識しつつ議論を実施した。 

今後の当委員会の活動として、診療報酬改定にあたり、疑義解釈等の通知が発出されることか

ら、それらを整理し情報共有を図るとともに、改定の検証や議論を進めていく予定としている。 

６．医業経営・税制委員会 

１．開催回数  10 回 

２．出席者数  延べ 105 人 

３．協議項目 

（１）医療機関等の消費税問題に関する検討会 

（２）有料職業紹介事業への対応について 

（３）医療法の一部改正について 

（４）平成 28 年度税制改正要望について 

（５）控除対象外消費税問題について 

   外国法共同事業・ジョーンズ・デイ法律事務所弁護士・佐野忠克氏との意見交換 

（６）厚生労働省医政局医療経営支援課との意見交換 

   ・医療法の一部を改正する法律案の概要 

   ・医療法人の附帯業務の拡大について 
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   ・運営管理指導要領の改正について 

（７）診療報酬点数項目の原価調査について 

（８）中医協・医療機関等における消費税負担に関する分科会 

（９）平成 28 年度税制改正要望の提出報告等 

（10）消費税の見える化について（過去の補填分について） 

（11）医療機関等における消費税問題について 

（12）医療法改正について 

（13）平成 28 年度税制改正法案について 

（14）その他 

４．総評 

・平成 28 年度税制改正に関する要望を 9 月 4 日に厚労省へ提出、民主党 厚生労働部門会議にお

ける税制改正要望に関するヒアリング（10 月 23 日開催）及び、自民党 予算・税制等に関する

政策懇談会（11 月 17 日開催）へ提出した。要望項目のうち、医療機関に対する事業税の特例措

置が存続した他、社会医療法人の認定取り消し時の一括課税の見直しが実現した。消費税にお

ける社会保険診療報酬等の非課税制度の見直しについて、「平成 29 年度税制改正に際し、総合

的に検討し、結論を得る」と平成 28 年度税制改正大綱に明記された。 

・医療機関等の消費税問題に関する検討会にて、「個々の診療報酬項目に係る原価構成の調査」を

実施。医科病院について四病協が担当し、89 病院に調査協力を依頼、34 病院から有効回答を得

た（有効回答 38.2％）。平成 27 年 10 月 15 日におこなわれた中医協の医療機関等における消費

税負担に関する分科会にて、調査結果が報告された。＜調査結果＞ 課税費用の割合は相当のば

らつきが見られる。調査対象項目は①課税費用との結びつきが強いと思われる点数項目、②人

件費との結びつきが強いと思われる点数項目から選定したが、①と②について、必ずしもきれ

いに結果が分かれたとは言えず、「逆転」しているケースもあった。＜まとめ＞ 診療報酬項目

個々に原価を求め消費税相当額を「見える化」することは極めて困難。 

・控除対象外消費税の解消に向けて、診療所と病院で対応を分けるとする日医会長の私案が出さ

れた。医療界として一本化を図るべきとして、この考えに同調する四病協の緊急要望をまとめ

た。その後、3 月に出された日医の医業税制検討委員会の答申にて、診療所と病院の対応を一本

化する提案が示された。現行の非課税制度を前提として、当局が診療報酬に仕入税額相当額と

して上乗せしている 2.89％相当額を上回る仕入消費税額を負担している場合には、その超過額

の税額控除（還付）を認める新たな制度を提言するもの。平成 29 年度 4月の消費税引き上げを

考慮し、次善の策として、四病協もこの案に同意。これを踏まえて、今後、平成 29 年度税制改

正要望の検討をおこなっていく。 

７．四病協 厚労省・福祉医療機構・四病協合同勉強会 

１．開催回数  4 回 

２．出席者数  延べ 44 名 

３．協議事項 

（１）各団体からの報告 
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（２）福祉医療機構 

  １）貸付先の財務状況について（今後業況悪化が懸念される先の現状について） 

  ２）経営分析参考指標（平成 26 年度決算分析の結果）について 

  ３）平成 28 年度予算概算要求事項案（福祉医療貸付事業）について 

  ４）平成 28 年度予算案の概要について 

（３）厚生労働省 

  １）医療機関が病院不動産を対象とするリートを活用する場合の留意事項について 

  ２）改正医療法の現状について 

  ３）平成 28 年度厚生労働省医政局予算について 

  ４）医療機関経営に関する支援 

４．総評 

平成 28 年度予算概算要求事項、貸付先の財務状況について、経営分析参考指標（平成 26 年度

決算分析の結果）、医療機関が病院不動産を対象とするリート、改正医療法の現状について、平成

28 年度厚生労働省医政局予算、医療機関経営に関する支援について、厚生労働省及び福祉医療機

構から報告、各団体を交え意見交換等を行った。平成 28 年度予算(案)概要については、貸付契約

額は 4,376 億円（前年度比４．5％）、資金交付額は 4,547 億円（前年度比５．0％）となった。新

規要求事項として、（1）地域医療構想支援資金の創設、（2）指定訪問看護事業に係る融資内容の見

直し、（3）融資額算定方法の見直し（昨年度の財務省協議未了分）の医療貸付が認められた。 

厚労省より平成 28 年度予算案の概要（医政局）の説明があり、1,862 億 6 千 5 百万円であった

とした。厚生労働省は医療法の一部を改正する法律の概要について、地域医療連携法人制度の創

設および、医療法人制度の見直しについて説明を行った。地域医療連携推進法人制度については、

2 年以内の施行とし医療機関相互の機能の分担と業務の連携を推進し、地域医療構想を達成するた

めの一つの選択肢として、地域医療連携推進法人の認定制度を創設するとした。医療法人制度の

見直しについては、1 年以内の施行とし、医療法人のガバナンスに関する改正規定の整理として、

新しく制定されたもの（招集通知、監事選任時の監事の同意、役員報酬の決定手続き、理事長の業

務状況報告）について説明。委員からは、医療法人連携について、公と民の割合等についての質問

があがり、厚労省からは予想していたより公をからませた事例が多く、半々程度ではないかと回

答があった。 

８．医療安全対策委員会 

 ○本年度は事情により開催されなかった。 

９．二次救急に関する検討委員会 

１．開催回数  1 回 

２．出席者数  延べ 2 名 

３．協議事項 

（１）救急搬送傷病者の重症度分類の見直しについて 

    （２）平成 28 年度診療報酬改定に向けての要望事項について 
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４．総評 

平成 16 年 3 月に財団法人救急振興財団が策定した「救急搬送における重症度・緊急度判断基準

作成委員会報告書」において、傷病者の重症度分類が次の５項目に区分されており、この分類名称

の見直しについて議論し、「軽症」を「外来処置群」、「重篤」を「救命治療群」と変更することに

ついて、所管を確認のうえ今後要望することとした。 

平成 28 年度診療報酬改定に関し救急医療管理加算について、全日病が二次救急医療の実施状況

調査を昨年度実施しており、それを基にして議論を実施した。救急医療管理加算 2 が廃止される

ような方向性が考えられることから、これを診療報酬として継続し残すことを要点とすることと

した。 

夜間休日救急搬送医学管理料の増点も要望することとし、前述の実施状況調査の結果として、

二次救急の体制を維持するには多くの人件費が必要という数値根拠があることから、それを活か

すこととし、総合部会の承認を得て 9 月 2 日に厚生労働省へ要望提出した。 

10．在宅療養支援病院に関する委員会 

１．開催回数  1 回 

２．出席者数  延べ 5 名 

３．協議事項 

 （１）在宅療養支援病院に関するアンケート結果について 

 （２）在宅療養支援病院の要件の見直しについて 

 （３）全国在宅療養支援診療所連絡会について 

 （４）委員からの提案事項について 

４．総評 

 平成 27 年 3 月に在支病を対象にアンケート調査を行った。アンケート結果を踏まえ、平成 27

年 7 月 2日に厚労省に要望書を提出した。要望項目は次の 3 点。①平成 28 年度診療報酬改定に向

けて、在宅療養支援病院に関して評価してもらうこと。②医師、看護師、介護職員等の人材不足に

ついての施策。③在宅療養支援病院の要件の緩和。 

11．治療費未払問題検討委員会 

 ○本年度は事情により開催されなかった。 

12．日本専門医機構に関する打合せ会 

１．開催回数  3 回 

２．出席者数  延べ 12 名 

３．協議事項 

 （１）日本専門医機構への意見について 

 （２）日本専門医機構について 

 （３）意見発表について 

 （４）医療倫理・臨床研究に関する情報収集について 
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 （５）日本専門医機構への質問事項について 

４．総評 

 平成 27 年 2 月 18 日の四病協総合部会において、日本専門医機構に対し意見書を出すこととな

り、意見をとりまとめ、4 月 28 日付で「新たな専門医制度への意見」を提出した。意見は次の 3

点。1．研修施設群については、地域の実情を把握した上で多様な施設を認めること。2．情報の開

示と透明性の確保を図ること。3．機構の収支予算の明確化を図ること。 

 意見書提出後も、様々な問題が出ていることから、再度機構へ要望書を提出することとなり、10

月 28 日付で「新たな専門医制度に対する要望」を提出した。要望は次の 3点。1．機構は基幹とな

る施設に対し地域医療への配慮を求めること。2．連携施設の要件には地域特性に対する柔軟な配

慮をすること。3．医局から独立して運営している病院にも配慮すること。 

 四病協総合部会に、日本専門医機構から説明に来てもらうこととなり、質問・要求について意

見交換を行った。10 月 28 日付の要望書に対する回答について、それぞれ質問・要求を行うこと

とした。 
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（注） ① 担当団体

② 委員長名

１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

① 日病 日病 日病 日病

② 山本修三 山本修三 西澤寬俊 西澤寬俊

① 日病 日病 日病 日病 日病 日病 日病 日病 日病 日病 （廃止） 日病 日病 日病 日病

② 奈良昌治 奈良昌治 奈良昌治 奈良昌治 池澤康郎 池澤康郎 池澤康郎 池澤康郎 池澤康郎 池澤康郎 5月26日 高橋正彦 高橋正彦 相澤孝夫 相澤孝夫

① 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病 全日病

② 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二

① 全日病

② 猪口雄二

① 日病 日病 日病

② 川合弘毅 川合弘毅 川合弘毅

① 全日病

② 木下　毅

① 全日病 全日病 全日病

② 猪口雄二 猪口雄二 猪口雄二

① 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協

② 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 大塚　量 伊藤伸一 伊藤伸一 伊藤伸一 伊藤伸一 伊藤伸一 伊藤伸一 伊藤伸一

① 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 （廃止）

② 高橋幸彦 秋山一郎 秋山一郎 秋山一郎 秋山一郎 秋山一郎 秋山一郎 秋山一郎 林　道彦 林　道彦 林　道彦 4月27日

① 全日病 全日病 日病 日病 日病 日病 日病 全日病 全日病 全日病 全日病

② 石原　哲 石原　哲 大井利夫 大井利夫 大井利夫 神野正博

① 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 （廃止） 日精協 日精協 日精協

② 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 4月27日 長瀬輝諠 長瀬輝諠 長瀬輝諠

① 日精協 日精協 日精協

②

① 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 （廃止）

② 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 9月30日

① 日精協

② 山崎　學

① 全日病 全日病 全日病

②

① 全日病 全日病

②

① 医法協 医法協

② 日野頌三 日野頌三

① 医法協 医法協 医法協

② 豊田　堯 豊田　堯 豊田　堯

① 医法協

② 日野頌三

① 日精協 日精協

② 山崎　學 山崎　學

① 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協 日精協

② 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學 山崎　學

① 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協 医法協

② 加納繁照 加納繁照 加納繁照 加納繁照 加納繁照

① 日病 日病 日病 日病 日病 日病

② 梶原　優 梶原　優 梶原　優 梶原　優 梶原　優 梶原　優

① 日医・日精協 日医・日精協 日医・日精協 日医・日精協 （廃止）

② 藤川謙二 藤川謙二 藤川謙二 藤川謙二 9月30日

① 日精協 日精協

② 釜萢　敏 釜萢　敏

① 日病 日病

② 末永裕之 末永裕之

医療法人に関する
研究会

介護報酬小委員会

介護保険小委員会

医業経営・税制委員会

医療従事者対策委員会

医療安全対策委員会

治療費未払問題検討
委員会

総合部会
当番団体
副会長

総務委員会

医療制度委員会

医療保険・診療報酬
委員会

診療報酬小委員会

介護保険委員会

日本専門医機構に
関する打合せ会

資金調達のあり方に
関する委員会

厚労省・福祉医療機構・
四病協勉強会

日医・四病協レセプト
オンライン化作業部会

三師会・四病協
オンライン請求打合会

総合部会
当番団体
副会長

准看護師の生涯教育
研修体制のあり方に
関する連絡協議会

メディカルスクール
検討会
ワーキングチーム

社会保障の財源問題を
考える勉強会

二次救急に関する
検討委員会

准看護師連絡協議会

治療費未払問題検討会
作業部会

総合部会
当番団体
副会長

総合部会
当番団体
副会長

四病協委員会（担当団体、委員長）の推移（平成12年度～27年度）

総合部会
当番団体
副会長

在宅療養支援病院に
関する委員会

総合部会
当番団体
副会長

理事長の債務保証の
あり方に関する勉強会

メディカルスクール検討
委員会
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会務報告 

平成 27 年度 

4 月 24 日（金）  楠岡英雄新議長（国立病院機構理事）、神野正博副議長（日本社会医療法人協

議会副会長）の新執行部による日病協 11 期目の第 1 回（通算 126 回目）代表者

会議が開催された。 

 

6 月 26 日（金）  前回からの協議事項である中医協委員の推薦について、万代恭嗣中医協委員

の継続と長瀬中医協委員の勇退、および後任は猪口雄二実務者会議委員長を候

補者とすることを決めた。また、平成 28 年度診療報酬改定要望（案）について

議論し、委員から提案、指摘のあった字句修正については猪口委員長に一任し、

提出することとした。 

 

7 月 3 日（金）  猪口雄二実務者会議委員長が、唐澤剛保険局長宛に「平成 28 年度診療報酬改

定要望書」を提出（対応は宮嵜雅則厚労省保険局医療課長）。厚生日比谷クラブ

において記者会見を行い、厚労記者会には資料投げ込みを実施した。 

 

7 月 24 日（金）  猪口雄二実務者会議委員長は、次期中医協委員へ推薦されたことを受け、実

務者会議の委員長を兼任することは難しく、辞任する意向を表明。次期委員長

は、現在副委員長である全国公私病院連盟の原澤茂常務理事とすること承認し

た。また、各団体の今年度費用負担額を決めた。 

 

8 月 21 日（金）  原澤茂実務者会議委員長の本会議出席を認めた。また、事務局業務は引き続

き全日本病院協会が行うことで委員からの異議はなく承認された。日病協諸会

議の運営費用について、担当事務局に必要経費を支払うことを確認し了承を得

た。金額については、事務局一任とした。 

 

10 月 23 日（金）  専門医制度の議論の中で、日本病院会の堺委員は、日病で開催している「専

門医に関する委員会」への参加を各団体へ呼びかけ、楠岡議長はこれを認めた。

また、事務局より、中医協が週 2 回の開催となることから、11 月および 12 月に

ついては開始時間を 13 時 30 分とすることが了承された。 

 

11 月 27 日（金）  実務者会議の委員長、副委員長の人選規定の有無について、本会議は実務者

会議の副委員長を池端委員と太田委員両名とすることを承認した。診療報酬改

定要望書（第 2 回）の提出について、承認された。 

 

12 月 1 日（火）  楠岡議長が唐澤剛保険局長宛に「平成 28 年度診療報酬改定要望書（2 回目）」

を提出（対応は宮嵜雅則厚労省保険局医療課長）。厚生日比谷クラブにおいて記

者会見を行い、厚労記者会には資料投げ込みを実施した。 
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12 月 18 日（金）  平成 28 年 1 月 22 日に予定されていた次回の日病協第 135 回代表者会議は、

同日に中医協の公聴会が開催されるため、1 月 28 日（木）13 時から 15 時とす

ることを提案し、了承された。 

 

平成 28 年 

1 月 28 日（木）  第 135 回代表者会議において、平成 28 年度次年度（平成 28 年度）の日病協・

代表者会議の議長に、神野正博氏（日本社会医療法人協議会副会長）を選出。

また、副議長の人選については、就任順と公私のバランスを考慮し、全国公私

病院連盟より選出することで承認した。人選については 2月以降。 

 

2 月 26 日（金）  中医協費用対効果評価専門組織の人選について、実務者会議から推薦された

太田実務者会議副委員長を承認。今後、日病協へ中医協等の委員推薦があった

場合の推薦者の決定方法については、今回を前例とせず、議論したうえで定め

ることとした。次期副議長について、全国公私病院連盟の原澤常務理事の推薦

があった。 

 

3 月 25 日（金）  地域医療機能推進機構（JCHO）の加盟を認めた。併せて今後の新規加盟団体

の加盟要件について検討した。本代表者会議において、楠岡議長、神野副議長

が当該役職の退任挨拶。 

 

会議報告 

１．代表者会議 

第 126 回代表者会議（平成 27 年 4 月 24 日（金） 日本病院会会議室） 

１．長瀬中医協委員は、中医協（4 月 8日外）の審議内容について、提出された資料にもとづき報告

し、それを受けて委員らと意見交換を行った。 

２．猪口委員長が、第 116 回実務者会議の審議内容について報告し、厚生労働省保険局医療課から

依頼のあった「選定療養として導入すべき事例を把握する仕組みの構築について」を検討し、候

補として 5 つをあげたとの説明があり、審議が求められた。議論の結果、紹介状なしで大病院を

受診する場合の定額負担の除外事例の導入、自院の救急車等の車両を用いた患者搬送にかかる交

通費・医師等の同乗費制限回数を超える医療行為の範囲拡大（ヘリコバクターピロリ菌の 3 次除

菌）、制限回数を超える医療行為の範囲拡大（腫瘍マーカーの範囲拡大）を、要望項目として提出

することを決めた。 

３．楠岡議長より任期満了による派遣委員の交代を報告。「日本医療機能評価機構 産科医療補償制

度運営委員会 委員」については、全国自治体病院協議会より栃木武一（川口市立病院事業管理

者）氏を推薦。「日本医療安全調査機構 診療行為に関連した死亡の調査分析事業運営に係る運営

委員会 委員」については、全日本病院協会推薦による飯田修平（全日本病院協会常任理事）氏

となったことを報告した。 

４．中医協委員候補者の選考について、現在の委員（万代委員、長瀬委員）の任期が本年 10 月まで

となっているため、退任 3 か月前までに厚労省に通知する必要から 7 月中旬には推薦する候補者

を提出するとし、次回（第 127 回代表者会議）決めるのが理想とされた。5月、6月に実務者会議
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において候補者選出とし、平成 26 年 1 月 30 日作成の「中医協委員候補者の選考に係る日病協代

表者会議の決定事項」を資料として配付。任期・委員に求められるもの・選出・厚労省への通知

などについて再確認した。補足として、楠岡議長から「制限事項として、70 歳未満であることが

あげられ、厚労省の考え方としては中医協委員に関しては厳密に実施されることを確認した」と

伝えられた。 

第 127 回代表者会議（平成 27 年 5 月 29 日（金） 日本病院会会議室） 

議事に入る前に、山崎委員は中医協の委員選考について、とりわけ 70 歳以上の委員選任の件、厚

生労働省担当官への確認内容について意見と説明が求めた。日病協のあり方検討ワーキンググルー

プの座長であった末永委員は、ワーキンググループ報告書の“中医協委員候補者の選考に係る決定

事項”の資料提出し説明した。楠岡議長は厚労省担当官に 70 歳以上は基本的に任命しないことは閣

議決定事項で、全ての省庁の審議会にかかわることを直接議長本人が宮嵜医療課長に確認したこと

が伝えられた。 

１．万代中医協委員外が中医協等諸会議（5 月 13 日外）の審議内容について概要を報告し、報告を

受けて、委員らと意見交換を行った。 

２．猪口委員長より第 117 回実務者会議の審議内容について報告。次期中医協委員候補者の検討に

ついては、議論の結果、実務者会議の推薦には全会一致には至らないことから、一旦保留とし次

回（6 月 26 日）の代表者会議において再度調整し決定することとした。 

第 128 回代表者会議（平成 27 年 6 月 26 日（金） 日本病院会会議室） 

１．万代、長瀬両中医協委員外が中医協等諸会議（6 月 10 日外）の審議内容について概要を報告し、

委員との意見交換を実施。 

２．猪口委員長は、第 118 回実務者会議（6 月 17 日）の審議内容について、中医協報告などを受け

た上で議論を行い、平成 28 年度診療報酬改定要望書（案）を取りまとめたと報告した。要望書に

ついて、委員から提案、指摘のあった字句修正については猪口委員長に一任することとした。 

３．猪口委員長は、前回から引き続きの議論となっている中医協委員の推薦には、実務者委員会で

の再度の議論の結果、万代中医協委員の継続と猪口委員長を推薦することとで全団体一致となっ

たと報告。楠岡議長は、これを受け万代中医協委員の継続と長瀬中医協委員の勇退、後任には猪

口委員長を候補者とすることを確認した。  

第 129 回代表者会議（平成 27 年 7 月 24 日（金） 日本病院会会議室） 

１．万代中医協委員が、中医協等諸会議（7 月 8日外）の審議内容について概要を報告し、委員との

意見交換をおこなった。 

２．猪口委員長はが、第 119 回実務者会議（7 月 15 日）の審議内容について報告した。次期中医協

委員へ推薦されたことを受け、実務者会議の委員長を兼任することは難しく、辞任する意向を表

明。次期委員長を、現在副委員長である全国公私病院連盟の原澤委員を推薦したいと承認を求め、

了承された。また、副委員長の人選については、猪口委員長より、慎重に選出するためしばらく

は副委員長不在とし、委員長の交代を予定している 9 月を目途に実務者会議にて議論していくこ

とで良いかと確認があり、これを了承した。 
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３．6 月 26 日に各団体の事務局間で今年度の負担金について検討をした結果、前年度繰越金が多い

ことから、今年度に限り 1団体 20 万円とした。（例年は 30 万円） 

第 130 回代表者会議（平成 27 年 8 月 21 日（金） 日本病院会会議室） 

１．中医協総会が休会のため、中医協報告はなく、7 月・8 月中に開催された中医協等諸会議につい

て、神野副議長外が資料に基づき報告した。 

２．猪口委員長は、第 120 回実務者会議（8 月 19 日）審議内容について報告。副委員長については、

少し時間をかけ、改めて選出するとし、原澤副委員長の実務者会議委員長としての代表者会議へ

の出席についての承認を求め、これを了承した。また、全国公私病院連盟から「実務者会議の事

務局業務を引き続き全日本病院協会にて行って欲しい。」との申し出を受けたことを報告。これに

ついて全日本病院協会は、委員長になられる原澤委員長に事前に議題および資料等の確認を行っ

ていただくのであれば引き続きできるであろうとの考えを示し、全日病が事務局を引き受けるこ

とについて、委員からの異議はなく承認された。 

３．日病協諸会議の運営費用について、実務者会議から、今までは委員長と事務局が同一団体であ

ったが、これからは別団体となる。今後もこのような体制で事務局の負担が考えられることから、

必要経費を支払う仕組みを作ってはどうかとの提案を受け、代表者会議と実務者会議の担当事務

局に必要経費を支払うことを確認し、了承した。なお、金額については事務局に一任された。 

第 131 回代表者会議（平成 27 年 9 月 25 日（金） 日本病院会会議室） 

１．万代中医協委員外が、中医協等諸会議（8 月 26 日外）の審議内容について概要を報告し、委員

との意見交換をおこなった。 

２．原澤委員長は、実務者会議の委員長就任の挨拶の後、第 121 回実務者会議（9 月 9日）の概要を

報告した。 

３．武久委員は専門医制度について、日病協で議論を行わないまま進んで行くことに対し懸念を示

し、専門医機構の理事でもある末永委員をはじめとし、意見交換を行った。楠岡議長は引き続き、

専門医制度について検討を続けていくとした。 

第 132 回代表者会議（平成 27 年 10 月 23 日（金） 日本病院会会議室） 

１．万代中医協委員外が、中医協等諸会議（9 月 30 日外）の審議内容について概要を報告。長瀬中

医協委員が精神科医療についての報告を行い、診療報酬改定に向けて活発な議論となった。 

２．原澤委員長から副委員長の人選について、実務者会議にて医療法人協会の太田委員とすること

を全会一致で承認したため、本会議に諮りたいと報告。しかしながら、一部の委員から副委員長

人事について意見が出され、本件、議長預かりとなった。楠岡議長は、本日の会議では副委員長

の選出に関して決定はしないということと、再度、副委員長の推薦過程および手続きについても

加味した上で実務者会議にて検討し、次回に改めて報告するよう求めた。その後、原澤委員長は

実務者会議の報告を以下の通り行い、平成 28 年度診療報酬改定に関する要望事項について、要望

書の第 2 弾を作成したいとし、次回の実務者会議で要望書として取りまとめる予定であり、その

後、代表者会議に上申したいと考えているとした。 

３．堺委員は、前回（第 131 回）会議で議題となった専門医制度の議論の必要性に対して、日本病
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院会では同制度については非常に重要であると位置づけ、委員会（日病会員以外からも委員を選

出）を設置していると説明した。本委員会に参加いただき、議論をしていきたいと各団体に参加

を呼び掛け、楠岡議長はこれを認めた。 

４．事務局より、中医協が週 2 回の開催となり、議論によっては終了時間が超過することが予測さ

れるため、11 月および 12 月については開始時間を 13 時 30 分からとする旨提案があり、了承され

た。1 月以降の開催については、その時の状況により 13 時開始とするか 13 時 30 分開始とする。 

第 133 回代表者会議（平成 27 年 11 月 27 日（金） 日本病院会会議室） 

１．実務者会議 副委員長の人選について、原澤委員長は、実務者会議の副委員長は次期中医協委

員候補者の人選とは別であることを再度確認し、日本慢性期医療協会副会長 池端委員と日本医

療法人協会副会長 太田委員の 2 名体制とすることを全会一致で決定したと報告し、本会議に承

認を求め、承認された。 

２．猪口中医協委員外が中医協等諸会議（10 月 26 日外）の審議内容を資料に基づき概要を報告。 

３．原澤委員長は、第 123 回実務者会議（11 月 18 日）の審議内容について報告。第 2回の要望書作

成について概要を説明し、審議を求めた。楠岡議長は、各団体が内容について了承しているのか

を確認した後、要望書（第 2 回）の提出について了承を求め、承認された。提出者および時期に

ついては、事務局と調整後早期に提出することとなった。 

４．楠岡議長は、全国自治体病院協議会「日本専門医機構の社員構成についての要望」が各日病協

の構成団体それぞれの個別の了承がないままに提出されているが、事後承認で良いかと確認し、

事務局から本件について各団体の意思確認を行うとした。 

第 134 回代表者会議（平成 27 年 12 月 18 日（金） 日本病院会会議室） 

１．万代中医協委員他が中医協等諸会議（11 月 30 日他）の審議内容を重要な項目のみ抜粋した資料

に基づき報告。入院医療について、A 項目 B 項目に加え、今回から M 項目（手術等の医学的状況）

が①～④（①開胸・開頭の手術②開腹・骨の観血的手術③胸腔鏡・腹腔鏡手術④その他全身麻酔

の手術）盛り込まれることとなったとし、その範囲を指定するのは難しいとは思うが、できるだ

け混乱を避けるよう、要件設定をしていきたいと考えているとした。また、重症度、医療・看護

必要度の見直しに関するシミュレーションについて、委員と意見交換を行った。 

２．原澤委員長は、第 124 回実務者会議（12 月 9 日）の審議内容について報告。また、楠岡議長は

平成 28 年度診療報酬改定に関する要望（第 2回）の提出について、前回（第 133 回代表者会議）、

可能な限り早期の提出が望ましいとし、12 月 1 日に宮嵜医療課長宛てに提出したと報告した。提

出に際して宮嵜課長からは、病棟群単位については、病院として手間が増えるのではないかと指

摘があり、維持期リハについては一度廃止し、必要なもの（医療的なもの）を特例的とするのが

良いという考えを示し、今回の中医協でも示されているとした。7対 1については、提出時には特

別話題にはならなかったと述べた。 

３．堺委員は、専門医に関する委員会報告については、提出資料の一読とし、「日本病院会 専門医

に関する委員会報告書および日本専門医機構のあり方について（要望）」については、川瀬委員か

ら、要望項目の一部内容、表現については賛同できないが、日病協としてではなく、日病として

要望するのであれば異論はないという発言を受け、日本病院会として要望を提出したと報告。 
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第 135 回代表者会議（平成 28 年 1 月 28 日（木） 日本病院会会議室） 

１．万代中医協委員他が中医協等諸会議（12 月 25 日他）の審議内容について資料に基づき報告。時

間的な制約もあることから、第 325 回総会（1 月 27 日）で示された、いわゆる短冊資料を元に報

告した後、委員と意見交換を実施。退院直後の在宅療養支援に関し、病棟の看護師が行うことに

ついて、病棟業務だと主張していくこと等を決めた。 

２．原澤委員長は第 125 回実務者会議（1 月 20 日）での審議内容について、病棟群、看護師の夜間

配置等、手術・処置の時間外加算について、および医師の負担軽減について議論があったと報告。

また、22 日に行われた公聴会では、M 項目、重症度、医療・看護必要度の見直しについて、実務

者会議で最終的な協議を行ったということもあり、病院代表として意見を述べたと報告した。 

３．楠岡議長は、次年度（平成 28 年度）の日病協・代表者会議の議長の選出について、今年度（平

成 27 年度）の副議長である神野正博副議長を推薦。副議長の選出については、人選は新議長に一

任されているとし、本会議に諮り承認された。神野副議長は議長に選出されたことについて、引

き続き尽力する旨を延べ、副議長の人選については、各団体が一巡しているため、就任順と公私

のバランスを考慮し、全国公私病院連盟より選出することが適当であると提案。本会議は全会一

致で承認した。その後、人選については、来月以降まで時間を求めた。 

第 136 回代表者会議（平成 28 年 2 月 26 日（金） 日本病院会会議室） 

１．原澤委員長は第 126 回実務者会議（2 月 24 日）での審議内容について、「平成 28 年度診療報酬

改定要望結果一覧」を用いて実現状況の確認を行ったことを報告。また、費用対効果評価専門組

織の人選について、実務者会議としては太田副委員長を推薦することが全会一致で承認されたと

述べ、本会議に承認を求めた。意見交換の後、楠岡議長から実務者会議での議論の結果を尊重す

べきとの考えを受け、太田副委員長の推薦を承認。今後、日病協へ中医協等の委員推薦があった

場合の推薦者の決定方法については、今回を前例とせず、議論したうえで定めることとした。 

２．猪口中医協委員外が中医協等諸会議（1 月 29 日外）の審議内容について、3 月 4 日の告示、通

知前であるためそれを確認するまでは理解を性急にする必要はないとした上で、本改定の概要を

説明し、各委員と意見交換を実施した。 

３．神野副議長（次期議長）は、次年度の副議長について、全国公私病院連盟に推薦を依頼し、原

澤常務理事の推薦があったと報告し、本推薦を受けて、原澤常務理事を次期副議長へ指名した。 

４．楠岡議長は、独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）から日病協への加盟依頼があった旨

を報告。JCHO 亀井理事が加盟申込の挨拶と同機構について説明。その後、入会について諮ったと

ころ、小山委員から、まず先に日病協への加盟要件について議論すべきではないかと問題が提起

され、日病協は公的な使命が課せられており、希望する団体の加盟を全て認めることが良いのか

を議論すべきであると発言。武久委員も賛同し、個人的な病院グループが加盟することにより、

利害関係が公に反映してくることに対して懸念を示した。これらの意見を受け、楠岡議長は本件

に関する意見や考え方を確認する意見出し等の協力を求めた。また、JCHO の加盟については、そ

の後にもう一度検討するとした。 

第 137 回代表者会議（平成 28 年 3 月 25 日（金） 日本病院会会議室） 

１．新規加盟団体の加盟要件について議論。前回（第 136 回）終了後に行ったアンケート結果を基
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に、新規加盟団体について議論を交わした。楠岡議長は、JCHO の加盟を認めること。および、今

後に関しては、その事例ごとに議論をすること。要件をクリアするという議論ではなく、内部か

らの独立した小グループの加盟については認めないことをしっかりと議論することを委員らに確

認し、全会一致で承認した。また、楠岡議長は、日病協は性質上、代表者が入れ替わることが多々

ある。自分のような新参者は過去の経緯がわからないこともあるので、歴史をご存じの委員が在

任している時に経緯をとりまとめておくことは必要ではないかと述べた。 

２．万代中医協委員他が中医協等諸会議（3 月 9日他）の審議内容について資料を元に報告。社会保

障審議会医療保険部会での審議内容に関し、短時間労働者の取り扱いおよび扶養者控除の撤廃等

の話と絡む重要な案件が取り上げられることが多いため、引き続き注意が必要であるとした。 

３．原澤委員長は冒頭、3 月 16 日開催の実務者会議については、所要のため欠席であり、池端副委

員長の代行での開催となった旨を説明し、提出資料を元に報告。 

４．労働者健康福祉機構は労働安全衛生総合研究所（労働衛生の研究施設）と合併し、「労働者健康

安全機構」という名称へ変更する旨および理事長の交代について加藤委員より説明があった。ま

た、全自病より資料「声明 新専門医制度の研修開始を延期すべきである！！」が配布され、中

島委員は、医師の地域偏在が進んでしまう懸念が強く、新専門医制度の研修開始を延期して欲 し

いという要望をまとめたと説明した。 

２．診療報酬実務者会議 

第 116 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 4 月 15 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（DPC 評価分科会、総会他） 

２．平成 28 年度診療報酬改定に対する要望について 

「選定療養として導入すべき把握する仕組みの構築」について、新規導入や既存選定療

養の見直しの提案及び意見を各団体に対し厚生労働省保険局医療課が募集したため、前

回の実務者会議で日本病院団体協議会として意見を取りまとめたほうがよいと意見があ

り、各団体から提出があった事項について議論した。 長瀬 中医協委員は、中医協（4

月 8 日外）の審議内容について、提出された資料にもとづき報告し、それを受けて委員

らと意見交換を行った。 

第 117 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 5 月 17 日（水）15 時～17 時 15 分 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（診療報酬改定結果検証部会、総会他） 
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    ２．平成 28 年度診療報酬改定に対する要望について 

事前に要望資料提出を依頼していたところ、資料提出があった各団体が説明のうえ、

ディスカッションを実施した。 

       各団体で共通している項目も多くあることから、日病協として提出するので病院とし

ての基本的なルールや考え方に関することを中心に、できるだけ簡素化し 10 項目程度に

まとめて提出したいと猪口委員長が見解を発言された。叩き台として上記の形で次回の

実務者会議までに取り纏めを実施するので、それに対しディスカッションを実施すると

いうことで了承された。 

    ３．次期中央社会保険医療協議会候補者の検討について 

       代表者会議より実務者会議へ候補者の選出指示があったため、事前に各団体へ候補者

推薦依頼のうえ、候補者を検討した。 

      万代中医協委員が公的からの委員となるため、新たな候補者は私的から一本化したいと

猪口委員長から提案され、議論の結果として猪口委員長を推薦することが決定され、代

表者会議へ報告することで了承された。 

第 118 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 6 月 17 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（診療報酬基本問題小委員会、総会他） 

    ２．平成 28 年度診療報酬改定に対する要望について 

前回の実務者会議で各団体から意見が挙がった項目について、次の 10 項目の分類で猪

口委員長が取り纏めた資料を基に議論した。 

①入院基本料の病棟群単位での選択制導入②看護職の夜勤72時間ルールの見直し③入院

基本料における重症度、医療・看護必要度の見直し④医療を推進するためのコスト分析

及びその反映⑤地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料の評価⑥入院中の他医療機関 

受診時における制度の見直し⑦医師事務作業補助体制加算の見直し⑧維持期リハビリテー

ションの継続⑨時間外・深夜加算の評価⑩在宅患者訪問診療料、在宅時医学総合管理料。 

 このうち⑨は「手術・処置の時間外等加算 1」であることと、当直回数制限等要件緩和

の明文化へ修正。また、⑩は中医協の在宅医療議論でも本診療報酬の問題点が挙げられ

ているため、院内と院外の処方点数不均衡の是正を替わりに要望とし、校正版を各委員

へ配布のうえ 26 日（金）の代表者会議へ提出することとした。 

第 119 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 7 月 15 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 
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（２）中医協報告（入院医療等の調査・評価分科会、総会他） 

    ２．平成 28 年度診療報酬改定に対する要望について 

当会議で取り纏めた要望書について、一部修正が生じたが代表者会議で承認となり、7

月 3日に厚生労働省保険局医療課へ提出したと、猪口委員長から報告があった。 

       要望内容について厚生労働省の反応は主に以下のとおりであったが、真摯に受け止め

ていただき反応が良かったため、もう少し絞り込み具体的に落とし込んだうえで、改め

て要望する必要があるのではと考えていると、併せて見解が示された。 

    ３．その他 

      猪口委員長が次期中医協委員に推薦となったため診療報酬実務者会議委員長退任の意向

が示され、後任委員長については、公私病連の原澤副委員長の推薦が提案され、委員の

賛同が示され承認となり、7 月 24 日（金）に開催の代表者会議へ報告となった。 

第 120 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 8 月 19 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（薬価専門部会、総会他） 

    ２．療養病床の在り方等に関する検討会について 

7 月 10 日に開催された「第 1 回療養病床の在り方等に関する検討会」について、資料

に基づき池端委員が報告した。第 1 回はフリーディスカッション的な内容で看取りに関

すること等、各委員の多面的な意見が挙げられたと報告があった。 

    ３．地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会について 

7 月 29 日に開催された「第 10 回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会」に

ついて、資料に基づき相澤委員が報告した。 

    ４．その他 

診療報酬実務者会議副委員長について、将来のことも考えて若い委員から人選して欲

しいという話が、前回の代表者会議であったため、委員の人選についても各団体で検討

していただき、委員を変更するのであれば早めに事務局へ申し出てもらい、その中から

時間を掛けて副委員長を選任していく旨、猪口委員長から提案があり了承された。 

第 121 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 9 月 9日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．新任委員長挨拶 

       今回より委員長が全国公私病院連盟の原澤委員長となるため、会に先立ち挨拶した。

また、委員の交代のあった日本病院会の島委員が新任挨拶した。 

    ２．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 
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（２）中医協報告（薬価専門部会、総会他） 

    ３．地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会について 

8 月 27 日に開催された「第 11 回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会」に

ついて、資料に基づき相澤委員が報告した。各委員からの 4 区分の選択の考え方や医師

数報告の見送り理由等の質問に対して、相澤委員が回答した。 

    ４．【四病協】平成 28 年度診療報酬改定に向けた救急医療に対する要望書の提出報告 

9 月 2 日に四病協の二次救急に関する委員会がとりまとめ厚労省に提出した、「診療報

酬改定に向けた救急医療に対する要望」について、資料に基づき太田委員が報告した。 

    ５．その他 

       9 月 3 日に通知の「疑義解釈その 15」について原澤委員長が資料に基づき報告した。 

第 122 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 10 月 21 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．副委員長の選出 

       原澤委員長が就任後に未選任となっていた副委員長について、原澤委員長と猪口前委

員長が相談し、医法協の太田委員を推薦した結果、委員から承認となったため代表者会

議へ報告することとした。 

    ２．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（薬価専門部会、総会他） 

    ３．その他 

       日病協の診療報酬改定要望の第 2 弾提出に向けて、各団体から要望事項を事前に提出

し議論する予定であったが、時間の都合により今回議論することができないため、次回

議論したいと原澤委員長より提案があり了承された。 

第 123 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 11 月 18 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．副委員長について 

       前回の診療報酬実務者会議にて医法協の太田委員を副委員長候補として選任のうえ代

表者会議に報告したが、疑義があり差し戻しとなり、一旦白紙とし改めて原澤委員長か

ら医法協の太田委員と日慢協の池端委員の 2 名が推薦され、実務者会議委員から承認と

なったため代表者会議へ報告することとした。 

    ２．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（診療報酬改定結果検証部会、総会他） 

    ３．平成 28 年度診療報酬改定に関する要望事項について 

       日病協の診療報酬改定要望 2回目提出に向け、各団体から事前に提出のあった約 40 項
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目の要望事項を、一部委員の意見を取り入れつつ原澤委員長が中心となり 14 項目の要望

事項にまとめた案について議論した結果、次の 8 項目にまとめた。①入院基本料の病棟

群単位での選択制導入②入院基本料等における「重症度、医療・看護必要度」の見直し

③二次救急医療機関の評価の見直し④同一日複数科受診の評価⑤入院中に他医療機関へ

受診した場合の控除割合の軽減⑥栄養サポートチーム加算の更なる評価と施設基準の緩

和（※チーム医療の評価と機能面重視へ修文）⑦維持期リハビリテーションの継続⑧医

療を推進するためのコスト分析とその反映 

 修文が必要な箇所及びまとめかたについては、原澤委員長と太田委員及び池端委員、

万代中医協委員と猪口委員と相談調整し、今月の代表者会議へ原澤委員長より報告する

こととした。 

第 124 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 27 年 12 月 9 日（水）15 時～17 時 15 分 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

    前回の診療報酬実務者会議で決定し副委員長に推薦した、太田委員と池端委員

が代表者会議にて承認された報告があり、両副委員長より就任の挨拶があった。 

   原澤委員長を中心に最終的に取りまとめた、平成 28 年度診療報酬改定に関する要

望事項（第 2回）について、厚労省へ提出した要望書を基に報告した。 

（２）中医協報告（診療報酬基本問題小委員会、総会他） 

12 月 9 日の総会では入院医療（その７）ついてとして、7 対 1 入院基本料の重

症度、医療・看護必要度の A 及び B 項目の見直し内容と新規追加の M 項目、それ

に伴い基準割合15％について25％を中心に引き上げる案及び病棟群単位について

の案が提示されたことについて議論した。 

万代及び猪口両中医協委員より、最後段階では平場ではないところで議論とな

ることもあるので、診療報酬実務者会議に出席している病院で、今回厚労省が実

施した定義と同様にシミュレーションを緊急で実施してはどうかと提案があり了

承となった。定義について改めて確認し、事務局より依頼フォーマットを作成の

うえ各委員へ確認後に、12 月 18 日（金）を結果提出の目途とし各病院へ実施を依

頼、シミュレーション結果を取り纏めることとした。 

第 125 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 28 年 1 月 20 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（薬価専門部会、総会他） 
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    ２．平成 28 年度診療報酬改定について 

       1 月 13 日の中医協総会にて、平成 28 年度診療報酬改定の骨子が示されたため、万代中

医協委員と猪口中医協委員の報告を受け、フリーディスカッションを実施した。 

 7 対 1 の重症度、医療・看護必要度について、前回の診療報酬実務者会議で実施したシ

ミュレーション結果について回答があった病院にのみ結果を報告したことに理解を求め

るとともに、40％程度の病院が基準を満たせない可能性がある結果であったと報告があ

った。 

第 126 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 28 年 2 月 17 日（水）15 時～17 時 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（総会） 

    ２．平成 28 年度診療報酬改定について 

       2 月 10 日の中医協総会にて、平成 28 年度診療報酬改定が答申されたため、万代中医協

委員の報告を受け、質疑応答及びフリーディスカッションを実施した。 

    ３．費用対効果専門組織の人選について 

       来年度より中医協で費用対効果評価が施行導入され、費用対効果評価専門組織が立ち

上がり、厚労省より委員の人選依頼があったが、2 月中の早急な人選依頼と猪口中医協委

員が報告した。候補者として太田・池端両委員長の名前が挙がったが、診療報酬実務者

会議としては太田副委員長を代表者会議へ推薦することとした。 

第 127 回 診療報酬実務者会議 

日 時 平成 28 年 3 月 16 日（水）15 時～16 時 45 分 

会 場 全日本病院協会 会議室 

議 事 １．諸会議報告 

 ※原澤委員長が公務により欠席のため、池端副委員長が委員長を代行し議事進行 

（１）日病協代表者会議報告 

（２）中医協報告（総会） 

    ２．平成 28 年度診療報酬改定について 

       万代中医協委員の報告を受け、医師事務作業補助体制加算、救急医療管理加算等につ

いてフリーディスカッションを実施した。 

    ３．その他 

       太田副委員長より、中医協の費用対効果評価専門組織に参加するにあたり、個人の意

見だけでなく病院団体としてどのように考えるかという点で意見を伺っておくべきでは

ないかという見解から、フリーディスカッションを実施した。 
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３．事務連絡会議 

 第 14 回      平成 27 年 6 月 26 日（金） 日本病院会会議室 

４．担当団体一覧（今年度開催のあったもの） 

 １．代表者会議 日本病院会 

 ２．診療報酬実務者会議 全日本病院協会 

５．日本病院団体協議会員派遣一覧 

団 体 名 委 員 会 名 氏  名 備  考 

厚生労働省 医療裁判外紛争解決機関（ADR）

連絡協議会 

小 山 信 彌 H22. 1.29 承認 

社会保障審議会医療分科会 堺   常 雄 

邉 見 公 雄 

H26. 4.27 再任 

H25. 3.26 再任 

日本医療機能評価機構 産科医療保障制度運営委員会 飯 田 修 平 

栃 木 武 一 

H26. 2.28 再任 

H27. 4. 1 就任 

日本医療安全調査機構 運営委員会 飯 田 修 平 H27. 3.27 承認 
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一般社団法人 日本病院会 定款 

 
第１章 名称及び事務所 

（名 称） 

第１条 この法人は、一般社団法人日本病院会（英文名

Japan Hospital Association 略称 JHA）と称する。 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を東京都千代田区に

置く。 

第２章 目的及び事業 

（目 的） 

第３条 この法人は、日本全病院の一致協力によって病

院の向上発展とその使命遂行とを図り、社会の福

祉増進に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次に

掲げる事業を行う。 

１ わが国の医療制度殊に病院制度の調査研究に

関する事業 

２ 病院の管理運営及び施設の改善向上に関する

事業 

３ 病院関係者の教育、指導及び医療職員の養成

確保に関する事業 

４ 病院の公衆衛生及び地域社会活動に関する事

業 

５ 病院資質の向上、医療職員の教育研修及び病

院施設の調査研究に関する事業 

６ 社会保障制度及び医療保険制度、その他病院

関係諸法規の調査研究に関する事業 

７ 税制、金融その他病院財政一般に関する事業 

８ 病院用品の調査研究に関する事業 

９ 病院事業の国際的活動に関する事業 

10 病院事業に関して政府その他の関係機関並び

に団体との連絡協議に関する事業 

11 学会及び病院大会に関する事業 

12 病院機能評価に関する事業 

13 機関誌その他の刊行物発行に関する事業 

14 病院の広報活動に関する事業 

15 医療従事者の職業紹介に関する事業 

16 不動産賃貸等に関する事業 

17 会員施設の福利厚生及び共済に関する事業 

18 その他この法人の目的達成のため必要な事業 

2 この法人が事業を行なう区域は、本邦及び海外

とする。 

第３章 会 員 

（会員の種類） 

第５条 この法人の会員は次の４種とする。 

・正 会 員 この法人の目的及び趣旨に賛同し入

会した病院の代表者で、原則として

当該病院が代表として届け出た医師

とする。 

・特別会員 病院の向上発展に寄与するため、学

識経験者等にして、理事会において

推薦したる者。 

・賛助会員 この法人の目的及び趣旨に賛同し入

会した正会員・特別会員以外の法人

又は個人。 

・名誉会員 多年本会の会員にして功労のある者

で社員総会により承認した者。 

（入 会） 

第６条 この法人の会員として入会しようとする者は、

所定の入会申込書により申込みをし、理事会の承

認を受けなければならない。 

（退 会） 

第７条 会員は、本会を退会しようとするときは、理由

を付して所定の退会届を提出しなければならない。 

（会 費） 

第８条 会員は、会員になった時及び毎年、社員総会に

おいて別に定める額を支払う義務を負う。 

2 会費は、毎年度の７月末日までに納入しなけれ

ばならない。 

（臨時会費） 

第９条 会長は、緊急やむを得ない事情ありと認めたと

きは、社員総会の承認を経て臨時会費を徴収する

ことができる。 

（既納会費及び拠出金） 

第 10 条 既納の会費又は拠出金は、その理由の如何を問

わずこれを返還しない。 
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（戒告又は除名） 

第11条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、

社員総会の決議によって、当該会員を戒告又は除

名することができる。 

(1) この定款その他規則に違反したとき 

(2) この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行

為をしたとき 

(3) その他除名すべき正当な理由があるとき 

（資格の喪失） 

第 12 条 前条の場合のほか、会員は次のいずれかに該当

するに至ったときは、その資格を喪失する。 

(1) 第８条の支払い義務を３年以上履行しなかった

とき 

(2) 除名されたとき 

(3) 当該会員が死亡し、又は会員である病院又は法

人が解散したとき 

第４章 社 員（代議員） 

（代議員） 

第 13 条 この法人の社員は、概ね 25 人の中から１人の

割合をもって選出される代議員をもって一般社

団・財団法人法に関する法律（以下「法人法」と

記載する。）に規定する社員とする。（端数等の取

り扱いについては理事会で定める） 

2 代議員を選出するため、正会員による代議員選

挙を行う。代議員選挙を行うために必要な細則は

理事会において定める。 

3 代議員は正会員の中から選ばれることを要する。

正会員は前項の代議員選挙に立候補することがで

きる。 

4 第２項の代議員選挙において、正会員は他の正

会員と等しく代議員を選挙する権利を有する。理

事又は理事会は代議員を選出することはできない。 

5 第２項の代議員選挙は、２年に１度、選挙告示

で示した期日までに実施することとし、代議員の

任期は、２年後に実施される代議員選挙終了の時

までとする。ただし、代議員が社員総会決議取り

消しの訴え、解散の訴え、責任追求の訴え及び役

員の解任の訴え、「法人法」第 266 条第１項、第 268

条、第 278 条、第 284 条）を提起している場合（「法

人法」第 278 条第 1 項に規定する訴えの提起の請

求をしている場合を含む。）には、当該訴訟が終結

するまでの間、当該代議員は社員たる地位を失わ

ない。（当該代議員は、役員の選任及び解任（「法

人法」第 63 条及び第 70 条）並びに定款変更（「法

人法」第 146 条）についての議決権を有しないこ

ととする。） 

6 代議員が欠けた場合又は代議員の員数を欠くこ

ととなるときに備えて補欠の代議員を選挙するこ

とができる。補欠の代議員の任期は、任期の満了

前に退任した代議員の任期の満了する時までとす

る。 

7 補欠の代議員を選挙する場合には、次に掲げる

事項も併せて決定しなければならない。 

(1) 当該候補者が補欠の代議員である旨 

(2) 当該候補者を１人又は２人以上の特定の代議員

の補欠の代議員として選任するときは、その旨

及び当該特定の代議員の氏名 

(3) 同一の代議員（２人以上の代議員の補欠として

選任した場合にあっては、当該２人以上の代議

員）につき２人以上の補欠の代議員を選任する

ときは、当該補欠の代議員相互間の優先順位 

8 第 6 項の補欠の代議員の選任に係る決議が効力

を有する期間は、選任後最初に実施される第６項

の代議員選挙終了の時までとする。 

9 理事、監事は、その任務を怠ったときは、この

法人に対し、これによって生じた損害を賠償する

責任を負い、「法人法」第 112 条の規定にかかわら

ず、この責任は、すべての正会員の同意がなけれ

ば免除することができない。 

（会員の権利） 

第 14 条 正会員は、「法人法」に規定された次に掲げる

社員の権利を、代議員と同様にこの法人に対して

行使することができる。 

(1) 「法人法」第 14 条第２項の権利（定款の閲覧等） 

(2) 「法人法」第 32 条第２項の権利（社員名簿の閲

覧等） 

(3) 「法人法」第 57 条第４項の権利（社員総会の議

事録の閲覧等） 

(4) 「法人法」第 50 条第６項の権利（社員の代理権

証明書面等の閲覧等） 

(5) 「法人法」第 51 条第４項の権利及び第 52 条第

５項の権利（議決権行使書面の閲覧等） 

(6) 「法人法」第 129 条第３項の権利（計算書類等
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の閲覧等） 

(7) 「法人法」第 229 条第２項の権利（清算法人の

貸借対照表等の閲覧等） 

(8) 「法人法」第 246 条第３項、第 250 条第３項及

び第256条第３項の権利（合併契約等の閲覧等） 

第５章 役 員 

（役員の設置） 

第 15 条 この法人に、次の役員を置く。 

(1) 理 事 60 名以上 66 名以内 

(2) 監 事 ３名 

2 理事のうち１名を会長、２名を会長代行副会長、

４名を業務執行副会長、19 名以内を常任理事とす

る。 

3 前項の会長並びに会長代行副会長をもって「法

人法」に関する法律上の代表理事とし、業務執行

副会長を業務執行理事とする。 

（理事等の職務及び権限） 

第 16 条 理事は、理事会を構成し、この定款で定めると

ころにより、職務を執行する。 

2 会長は、法令及びこの定款で定めるところによ

り、この法人を代表して職務を執行する。 

3 会長代行副会長は、この法人を代表して業務全

般に亘り会長を補佐し、理事会において別に定め

るところにより、この法人の業務を分担執行する

ほか、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたと

きは、その業務を代行する。 

4 業務執行副会長は、業務全般に亘り会長を補佐

し、理事会において別に定めるところにより、こ

の法人の業務を分担執行する。 

5 常任理事は、理事会審議事項の円滑な検討のた

めに、整備、準備を行う。 

（監事の職務及び権限） 

第 17 条 監事は、理事の職務執行を監査し、法令で定め

るところにより、監査報告を作成する。 

2 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事

業の報告を求め、この法人の業務及び財産の状況

の調査をすることができる。 

（役員の報酬等） 

第18条 役員に対しては、報酬等を支払うことができる。 

2 役員には費用を弁償することができる。 

3 前２項に関し必要な事項は、社員総会の議決に

より定める。 

（役員の選任） 

第 19 条 理事及び監事は、社員総会の決議によって正会

員の中から選任する。ただし、監事３名のうち１

名については、社員総会の決議により会員以外か

ら選任する。 

2 会長、会長代行副会長、業務執行副会長及び常

任理事は、理事会の決議によって理事の中から選

定する。 

3 理事及び監事は、代議員を兼ねることはできな

い。 

4 監事は、理事及び使用人を兼ねることができな

い。 

5 この法人の理事のうちには、理事のいずれか一

人及びその親族その他特殊の関係がある者の合計

数が、理事総数（現在数）の３分の１を超えて含

まれることになってはならない。 

（役員の任期） 

第 20 条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業

年度のうち最終のものに関する定期社員総会の終

結の時までとする。 

2 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業

年度のうち最終のものに関する定期社員総会の終

結の時までとする。 

3 補欠として選任された理事又は監事の任期は、

前任者の任期の満了する時までとする。 

4 理事又は監事は、第 15 条に定める定数に足りな

くなるときは、任期の満了又は辞任により退任し

た後も、新たに選任された者が就任するまで、理

事又は監事としての権利義務を有する。 

(役員の解任) 

第 21 条 理事は、社員総会の決議により解任することが

できる。 

2 会長、会長代行副会長、業務執行副会長、常任

理事は、理事会の決議によって解職することがで

きる。 

第６章 名誉会長、及び顧問、参与 

（名誉会長） 

第 22 条 この法人に、名誉会長若干名を置くことができ

る。 

2 名誉会長は、多年会長の職にあって、この法人
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に顕著な功労ある者で社員総会の承認した者とす

る。 

3 名誉会長は会員総会、社員総会、理事会に出席

し、参考意見を述べることができる。ただし、そ

れぞれの会議の議決権は有しない。 

4 名誉会長は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第 23 条 この法人に、それぞれ 15 名以内の顧問及び参

与を置くことができる。 

2 顧問及び参与は、この法人に功労ある者、又は

学識経験ある者の中から、理事会の承認を経て、

会長が委嘱する。ただし、その任期は役員の任期

と同じとする。 

3 顧問及び参与は、社員総会、理事会に出席し、

参考意見を述べることができる。ただし、それぞ

れの会議の議決権は有しない。 

第７章 会員総会 

（総会の構成及び開催） 

第 24 条 会員総会は全ての正会員をもって構成する。 

2 総会は、会長が必要と認めたとき随時これを招

集し、会長が、その議長となる。 

（報告事項） 

第 25 条 総会の報告事項は、日本病院会の会務報告等と

する。 

第８章 社員総会 

（構 成） 

第 26 条 社員総会は全ての代議員をもって構成する。 

（社員総会の開催） 

第 27 条 定期社員総会は、毎事業年度終了後３ヶ月以内

に開催する。 

2 臨時社員総会は次の各号の一に該当する場合に

開催する。 

(1) 会長が必要と認め、理事会に招集の請求をした

とき 

(2) 第29条２項による社員総会の開催要求があった

とき。 

（社員総会の権限） 

第 28 条 社員総会は、次の事項について決議する。 

(1) 会員及び代議員の除名 

(2) 理事及び監事の選任及び解任 

(3) 役員の報酬等の額 

(4) 事業計画並びに賃貸対照表及び損益計算書の承

認 

(5) 定款の変更 

(6) 合併、解散、事業譲渡及び残余財産の処分 

(7) その他法令又は定款で定められた社員総会で決

議するものとされた事項 

（社員総会の招集） 

第 29 条 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除

き、理事会の決議に基づき、会長が招集する。 

2 代議員の議決権の５分の１以上の議決権を有す

る代議員は、会長に対し、社員総会の目的である

事項及び招集の理由を示して、社員総会の招集を

請求することができる。 

（招集通知） 

第 30 条 会長は、社員総会の日の２週間前までに、会議

の日時、場所、目的及び審議事項を書面をもって

代議員に通知しなければならない 

（議 長） 

第 31 条 社員総会の議長並びに副議長は、当該社員総会

において代議員の権限行使出席者の中から選出す

る。 

（議決権） 

第 32 条 社員総会における議決権は、代議員１名につき

１個とする。 

（決 議） 

第 33 条 社員総会の決議は、総代議員の議決権の過半数

を有する代議員が出席し、出席した当該代議員の

過半数をもって行う。 

2 前項に規定にかかわらず、次の決議は総代議員

の半数以上であって、総代議員の議決権の３分の

２以上に当たる多数をもって行なわなければなら

ない。 

(1) 社員の除名 

(2) 監事の解任 

(3) 定款の変更 

(4) 解 散 

(5) 合併の承認 

(6) その他法令で定められた事項 

3 理事又は監事を選任する議案を決議するに際し

ては、各候補者ごとに第１項の決議を行わなけれ

ばならない。理事又は監事の候補者の合計が第 15
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条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成

を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠

に達するまでの者を選任することとする。 

（議決権の代理行使） 

第 34 条 社員総会に出席できない代議員は、委任状又は

その他代理権を証明する書面を会長に提出し、議

決権を行使することができる。この場合において

は、当該議決権の数を第 32 条の議決権の数に算入

する。 

（議事録） 

第 35 条 社員総会の議事については、法令で定めるとこ

ろにより、議事録を作成しなければならない。 

2 社員総会で選出された２名の代議員は、前項の

議事録に記名押印する。 

第９章 理事会 

（理事会の設置） 

第 36 条 この法人に、理事会を置く。 

2 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

3 理事会は、定期理事会の他に臨時理事会を開催

することができる。 

4 監事は、理事会に出席して意見を述べることが

できる。 

（理事会の権限） 

第 37 条 理事会は、次の職務を行う。 

(1) この法人の業務執行の決定 

(2) 理事の職務の執行の監督 

(3) 会長、会長代行副会長、業務執行副会長及び常

任理事の選定及び解職 

（理事会の招集） 

第 38 条 理事会は、会長が招集する。 

2 会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、

会長代行副会長が理事会を招集する。 

3 理事会を招集する者は、理事会の日時、場所、

目的、その他必要な事項を記載した書面をもって、

理事会の日の 1 週間前までに、各理事及び各監事

に対してその通知を発しなければならない。 

4 定期理事会は、毎年４回開催する。 

（定足数・決議等） 

第 39 条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係

を有する理事を除く理事の過半数が出席し、その

過半数をもって行う。 

2 前項の規定にかかわらず、「法人法」第 96 条の

条件を満たしたときは、理事会の議決があったも

のとみなす。 

（議事録） 

第 40 条 理事会の議事については、法令で定めるところ

により、議事録を作成する。 

2 当該理事会に出席した会長及び会長代行副会長

並びに監事はこれに署名又は記名押印しなければ

ならない。 

第 10 章 常任理事会 

（常任理事会の設置） 

第 41 条 この法人に、常任理事会を置く。 

2 常任理事会は、すべての常任理事をもって構成

する。 

3 常任理事会は、会長が必要と認めたとき随時こ

れを召集し、会長が、その議長となる。 

（常任理事会の権限） 

第 42 条 常任理事会は、理事会審議事項の円滑な検討の

ために、整備、準備を行う。常任理事会で協議さ

れた事項は理事会の承認を得る。 

第 11 章 委員会 

（委員会等） 

第43条 この法人の事業を推進するために必要あるとき

は、会長は理事会の議決を経て、部会、委員会を

設置することができる。 

2 部会又は委員会の委員は、会長が正会員又は正

会員以外の者から選任し、委嘱する。 

3 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項

は、理事会の議決により別に定める。 

第 12 章 資産及び会計 

（事業年度） 

第44条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、

翌年３月 31 日に終わる。 

（事業計画及び収支予算） 

第 45 条 この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達

及び設備投資の見込みを記載した書類については、

毎事業年度の開始の日の前日までに、会長が作成

し、理事会の承認に付し社員総会の承認を受けな

ければならない。これを変更する場合も、同様と
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する。 

2 前項の書類については、主たる事務所に、当該

事業年度が終了するまでの間備え置きするものと

する。 

(事業報告及び決算) 

第 46 条 この法人の事業報告及び決算については、毎事

業年度終了後、会長が次の書類を作成し、監事の

監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければ

ならない。 

(1) 事業報告 

(2) 事業報告の附属明細書 

(3) 貸借対照表 

(4) 損益計算書（正味財産増減計算書） 

(5) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算

書）の附属明細書 

2 前号の承認を受けた書類のうち、第１号、第３

号、第４号の書類については、定期社員総会に提

出し、第１号の書類についてはその他の内容を報

告し、その他の書類については承認を受けなけれ

ばならない。 

3 第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所

に５年間備え置くとともに、定款、会員名簿を主

たる事務所に備え置くものとする。 

（余剰金の処分） 

第 47 条 この法人は、剰余金の分配を行うことはできな

い。 

第 13 章 定款の変更及び合併並びに解散 

（定款の変更） 

第 48 条 この定款は、社員総会の議決によって変更する

ことができる。 

（合 併） 

第 49 条 この法人は、社員総会の決議により、「法人法」

に定める他の一般社団法人又は一般財団法人との

合併をすることができる。 

（解 散） 

第 50 条 この法人は、社員総会の決議、その他法令で定

められた事由により解散する。 

（残余財産の帰属） 

第51条 この法人が清算をする場合において有する残余

財産は、社員総会の決議を経て、公益社団法人及

び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17

号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈

与するものとする。 

第 14 章 公告の方法 

（公告方法） 

第 52 条 この法人の公告は、電子公告による。 

2 やむを得ない事由により電子公告できない場合

は、官報に掲載する方法により行う。 

第 15 章 事務局 

（事務局） 

第 53 条 この法人は、事務を処理するために、事務局を

置く。 

2 事務局には、事務局長その他の職員を置く。 

3 事務局長は、理事会の承認を得て会長が任免し、

その他の職員は、会長が任免する。 

4 事務局の組織又は運営に関し必要な事項は、理

事会の議決により、会長が別に定める。 

第 16 章 附則等 

（施行細則） 

第 54 条 この定款施行について必要な細則は、理事会の

議決により別に定める。 

附 則 

１ この法人の最初の代表理事は、次に掲げる者とする。 

   会長 堺常雄 

   会長代行副会長 今泉暢登志、相澤孝夫 

２ この定款は平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

３ この定款は平成 26 年 3 月 15 日から施行する。 

４ この定款は平成 26 年 6 月 14 日から施行する。 
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一般社団法人 日本病院会 定款施行細則 

 
一般社団法人日本病院会定款第54条の規定による施行

細則を次の如く定める。 

（入会届の様式） 

第１条 一般社団法人日本病院会定款（以下定款という）

第６条の規定による入会届は第１号様式による。 

 

（退会届の様式） 

第２条 定款第７条の規定による退会届は第２号様式に

よる。 

 

（会 費） 

第３条 定款第８条の規定による年額会費はつぎに定め

る額とする。但し事業年度の中途で入会した会員

の当該年度の会費は下記算式による月割計算の額

とする。 

 

会費×(入会した月以降３月までの月数／12 ヶ月) 

 

正会員 基本会費と病床数別会費の合計額とする。ただ

し、病床数が 50 床以下の正会員については病床

数別会費を免除する。 

     また、病床数が 50 床を超え 100 床以下の正会

員については病床数別会費に替えて一律 6,000

円を基本会費に加算した額とする。基本会費は

20床から200床までは１病院78,000円（月6,500

円×12）、201 床以上 300 床までは 84,000 円（月

7,000×12）301床から400床までは104,000円、

401 床から 500 床までは 114,000 円、501 床から

600 床までは 124,000 円、601 床以上は 134,000

円。病床数別会費はつぎによる。 

     一般病床  一床につき 160 円 

     療養病床  一床につき 160 円 

     精神病床  一床につき 160 円 

     結核病床  一床につき 130 円 

    一般病院にある結核病床も 130 円で計算する。 

   ただし、600 床をもって上限とする。 

特別会員Ａ 人間ドック健診施設の会員 

50,000 円 

    Ｂ 個人の会員 会費免除 

賛助会員Ａ 株式会社等主として会社組織の会員 

100,000 円 

 

    Ｂ 社団法人・財団法人・その他法人および個

人経営的な企業の会員 

50,000 円 

    Ｃ 正会員として入会することが困難な病院の

代表者で個人的に入会した会員 

30,000 円 

    Ｄ 個人的に入会した会員 

20,000 円 

 

（会長代行） 

第４条 定款第16条で定める会長代行副会長職務及び権

限については、選任時に順位を定めておき、会長

不在等の時に会長の職務を代行する。 

 

（業務執行副会長） 

第５条 定款第16条に定める業務執行理事の職務及び権

限は、以下の区分とする。 

      総務担当副会長     １名 

      医療政策担当副会長   １名 

      人材育成担当副会長   １名 

      情報発信担当副会長   １名 

 

（会長、顧問および参与の再任） 

第６条 会長の再任については、特別の事情がある場合

を除き、３期を限度とする。 

2 顧問および参与の再任については、原則として、

３期を限度とする。 

 

（選挙規程） 

第７条 選挙規程は別に定める。 

 

（代議員の定数） 

第８条 前項の定数は公私病院の均衡をはかるものとす

る。 

2 公私の区別はつぎのとおりとする。 

定款施行細則
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公とは、医療法第７条の２第１項各号に掲げる

者に（独）国立病院機構等を加えたもの。 

私とは公を除いたもの。 

 

（理事の選出） 

第９条 理事ならびに常任理事の数は公私病院の均衡を

はかるものとする。 

2 理事の定年は原則として 78 歳とする。 

なお、任期途中に定年に達した場合には当該任

期中はその職務を行う。 

 

（常任理事会の運営） 

第 10 条 定款第 41 条の規定による常任理事会について

は、理事の職務の円滑な遂行に寄与するために運

営する。 

2 常任理事会は原則月１回開催する。 

 

（委員会の業務） 

第 11 条 定款第 43 条の規定による委員会は、次の業務

を行う。 

  （1）会長の諮問事項に対する答申 

  （2）会長に対する建議 

  （3）所轄する事項の処理 

  （4）その他委員会の目的達成に必要な事項 

2 委員会委員の任期は役員の任期に準ずる。 

 

（規程の変更） 

第 12 条 本規程は、理事会の決議により変更することが

できる。 

 

（支部の名称使用） 

第13条 理事会の議決により、日本病院会の支部として、

他の団体に支部の名称を使用させることができる。

（例：日本病院会○○県支部） 

 

 

附 則 

１．この細則は平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

 

定款施行細則

－305－

定
款
施
行
細
則





選挙規程　 選
挙
規
程



一般社団法人 日本病院会 選挙規程 

 
第１章 総 則 

（目 的） 

第１条 一般社団法人日本病院会定款第13条第2項に規

定する代議員選挙及び第19条第１項に規定する役

員の選出を適正に行うために本規定を定める。 

第２章 代議員選挙 

（選出方法） 

第２条 代議員は、正会員の中から選挙により選出する。 

2 代議員は、この法人の総会の承認により選任さ

れる。 

（選挙の期日と告示） 

第３条 この法人の代議員の選挙は、当該事業年度の決

算総会の日までに次期代議員の選挙を行う。 

2 選挙の告示は選挙年の 2月 1日に会長が行う。 

（選挙人及び被選挙人の資格） 

第４条 正会員における選挙人及び被選挙人は、選挙年

の 2 月 1 日をもって作成する選挙人名簿に記載さ

れている者とする。 

2 この名簿には、選挙期日に正会員資格を失うこ

とが確実な者は登載しない。 

3 この名簿には、選出される任期開始のとき、正

会員となる者を含む。 

4 過去２年間会費を納入していない正会員は選挙

人名簿から除外する。 

（補欠者） 

第５条 代議員に欠員が出た場合は、定款第 13 条第 6項

により実施された補欠の代議員をもって補う。 

2 第 1 項の次点者がいない場合には、欠員の生じ

た都道府県において補欠の代議員の選出を行う。 

3 第 1 項並びに第 2 項により選出する代議員の任

期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

第３章 理事及び監事の選出 

（選出方法） 

第６条 理事並びに監事候補者は、正会員の中から立候

補により選出する。 

2 理事、監事は、この法人の社員総会の決議によ

り選任される。 

（選挙方法） 

第７条 理事候補者の確定は、得票順上位より定款第 15

条第１項（1）で定める 66 名とする。 

2 監事候補者の確定は、得票順上位より定款第 15

条第１項（2）で定める 3名とするが、うち１名は

外部監事とする。 

（選挙の期日と告示） 

第８条 理事、監事の選出は、当該事業年度の決算総会

の日に行う。 

2 選挙の告示は選挙年の 2月 1日に会長が行う。 

（被選挙人の資格） 

第９条 立候補できる被選挙人は、選挙年の 2 月 1 日を

もって作成する選挙人名簿に記載されている者と

する。 

2 この名簿には、選挙期日に正会員資格を失うこ

とが確実な者は登載しない。 

3 この名簿には、選出される任期開始のとき、正

会員となる者を含む。 

4 過去 2 年間会費を納入していない会員は選挙人

名簿から除外する。 

（役員の立候補届出） 

第 10 条 理事または監事に立候補しようとする者は、所

定の期日までに正会員 3 名以上の推薦状（第 4 号

様式）を付して所定の様式（第 3 号様式）により

立候補の届出をしなければならない。 

2 人事異動等により、選挙人名簿と異なる者が立

候補する場合は、別に定める様式（第 6 号様式）

により当該病院の現正会員からの申立を必要とす

る。 

（役員の立候補届の締切） 

第 11 条 立候補届の締切は選挙期日の 6 週間前とする。
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会長は選挙期日の 2 週間前に立候補者の氏名を正

会員に通告しなければならない。 

第４章 選挙管理委員会 

（設 置） 

第 12 条 第１条の目的を遂行するために、選挙管理委員

会を置く。 

(1) 選挙管理委員会は選挙告示前に組織し、選挙業

務終了後に解散する。 

(2) 選挙管理委員会の委員は、原則として本会会員

以外の 5 名とし、委員の任命は理事会の決議を

経て会長が委嘱する。 

(3) 選挙管理委員会に委員長を置く。委員長は委員

の互選による。 

（業 務） 

第 13 条 選挙管理委員会の業務は次のとおりとする。 

(1) 第2条に定める選挙人名簿の作成に関すること。 

(2) 立候補者名簿の作成 

(3) その他選挙が厳正かつ公正に行われるために必

要な措置 

第５章 附則等 

（規程の変更） 

第 14 条 本規程は、理事会の決議により変更することが

できる。 

附 則 

１．この規程は平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

２．この規程は平成 26 年 3 月 15 日から施行する。 

３．この規程は平成 26 年 6 月 14 日から施行する。 
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	 一般社団法人　日本病院会　役員名簿

会長、副会長、常任理事	

役職名
都　道�

府県名
氏　　名 病　　院　　名 経営主体 〒 住　　　所

会　長 静岡県 堺　　 常 雄 聖隷浜松病院 社会福祉法人 430-8558 浜松市中区住吉2-12-12

副会長
（会長代行）

福岡県 今 泉 暢 登 志 福岡赤十字病院 日 赤 815-8555 福岡市南区大楠3-1-1

〃 長野県 相 澤 孝 夫 相澤病院 社会医療法人 390-8510 松本市本庄2-5-1

副会長
（業務執行）

愛知県 末 永 裕 之 小牧市民病院 市 町 村 485-8520 小牧市常普請1-20

〃 福岡県 岡 留 健 一 郎 済生会福岡総合病院 済 生 会 810-0001 福岡市中央区天神1-3-46

〃 千葉県 梶 原　　 優 板倉病院 医 療 法 人 273-0005 船橋市本町2-10-1

〃 大阪府 大 道 道 大 森之宮病院 社会医療法人 536-0025 大阪市城東区森之宮2-1-88

常任理事 北海道 中 村 博 彦 中村記念病院 社会医療法人 060-8570 札幌市中央区南1条西14-291

〃 福島県 前 原 和 平 白河厚生総合病院 厚 生 連 961-0005 白河市豊池上弥次郎2-1

〃 茨城県 藤 原 秀 臣 総合病院 土浦協同病院 厚 生 連 300-0028 土浦市おおつ野4-1-1

〃 群馬県 宮 﨑 瑞 穗 前橋赤十字病院 日 赤 371-0014 前橋市朝日町3-21-36

〃 東京都 中 村 利 孝
国立国際医療  

研究センター病院

国 立 

高度専門医療 

研究センター

162-8655 新宿区戸山1-21-1

〃 〃 万 代 恭 嗣 東京山手メディカルセンター
地域医療機能 

推 進 機 構
169-0073 新宿区百人町3-22-1

〃 〃 高 木　　 誠 東京都済生会中央病院 済 生 会 108-0073 港区三田1-4-17

〃 〃 中 井　　 修 九段坂病院 共 済 及 連 合 102-0074 千代田区九段南1-6-12

〃 〃 中 嶋　　 昭 玉川病院 公 益 法 人 158-0095 世田谷区瀬田4-8-1

〃 〃 福 井 次 矢 聖路加国際病院 学 校 法 人 104-8560 中央区明石町9-1

〃 神奈川県 中　　 佳 一 東名厚木病院 社会医療法人 243-8571 厚木市船子232

〃 岐阜県 山 田 實 紘 木沢記念病院 社会医療法人 505-8503 美濃加茂市古井町下古井590

〃 京都府 武 田 隆 久 武田総合病院 医 療 法 人 601-1495 京都市伏見区石田森南町28-1

〃 大阪府 楠 岡 英 雄 大阪医療センター 国立病院機構 540-0006 大阪市中央区法円坂2-1-14

〃 〃 生 野 弘 道 守口生野記念病院 社会医療法人 570-0002 守口市佐太中町6-17-33

〃 岡山県 中 島 豊 爾 岡山県精神科医療センター
地 方 独 立 

行 政 法 人
700-0915 岡山市北区鹿田本町3-16

〃 〃 土 井 章 弘 岡山旭東病院 そ の 他 法 人 703-8265 岡山市中区倉田567-1

〃 香川県 塩 谷 泰 一 高松市民病院 市 町 村 760-8571 高松市宮脇町2-36-1

〃 福岡県 安 藤 文 英 西福岡病院 医 療 法 人 819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8

自　平成27年5月30日

至　平成29年5月社員総会日
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理　　　事

役職名
都　道�

府県名
氏　　名 病　　院　　名 経営主体 〒 住　　　所

理事 北海道 木 村　　 純 市立函館病院 市 町 村 041-8680 函館市港町1-10-1

〃 〃 牧 野 憲 一 旭川赤十字病院 日 赤 070-8530 旭川市曙1条1-1-1

〃 〃 田 中 繁 道 手稲渓仁会病院 医 療 法 人 006-8555 札幌市手稲区前田1条12-1-40

〃 岩手県 望 月　　 泉 岩手県立中央病院 都 道 府 県 020-0066 盛岡市上田1-4-1

〃 宮城県 田 林 晄 一 東北薬科大学病院 学 校 法 人 983-8512 仙台市宮城野区福室1-12-1

〃 山形県 濱 崎　　 允 山形済生病院 済 生 会 990-8545 山形市沖町79-1

〃 福島県 堀 江 孝 至 太田西ノ内病院 そ の 他 法 人 963-8558 郡山市西ノ内2-5-20

〃 栃木県 小 松 本　　 悟 足利赤十字病院 日 赤 326-0843 足利市五十部町284-1

〃 埼玉県 細 田 洋 一 郎 埼玉メディカルセンター
地域医療機能 

推 進 機 構
330-0074 さいたま市浦和区北浦和4-9-3

〃 〃 丸 山 正 董 丸山記念総合病院 医 療 法 人 339-8521 さいたま市岩槻区本町2-10-5

〃 千葉県 小 林 繁 樹 千葉県救急医療センター 都 道 府 県 261-0012 千葉市美浜区磯辺3-32-1

〃 東京都 山 口 武 兼 豊島病院 公 益 法 人 173-0015 板橋区栄町33-1

〃 神奈川県 仙 賀　　 裕 茅ヶ崎市立病院 市 町 村 253-0042 茅ヶ崎市本村5-15-1

〃 〃 新 江 良 一 金沢文庫病院 医 療 法 人 236-0042 横浜市金沢区釜利谷東2-6-22

〃 新潟県 岡 部 正 明 立川綜合病院 医 療 法 人 940-8621 長岡市神田町3-2-11

〃 石川県 山 田 哲 司 石川県立中央病院 都 道 府 県 920-8530 金沢市鞍月東2-1

〃 長野県 井 上 憲 昭 富士見高原病院 厚 生 連 399-0214 諏訪郡富士見町落合11100

〃 静岡県 田 中 一 成 静岡県立総合病院
地 方 独 立 

行 政 法 人
420-8527 静岡市葵区北安東4-27-1

〃 愛知県 山 本 直 人 海南病院 厚 生 連 498-8502 弥富市前ヶ須町南本田396

〃 〃 松 本 隆 利 八千代病院 社会医療法人 446-8510 安城市住吉町2-2-7

〃 三重県 足 立 幸 彦 伊賀市立上野総合市民病院 市 町 村 518-0823 伊賀市四十九町831

〃 滋賀県 金 子 隆 昭 彦根市立病院 市 町 村 522-8539 彦根市八坂町1882

〃 大阪府 森 田 眞 照 市立ひらかた病院 市 町 村 573-1013 枚方市禁野本町2-14-1

〃 〃 木 野 昌 也 北摂総合病院 医 療 法 人 569-8585 高槻市北柳川町6-24

〃 〃 松 谷 之 義 松谷病院 医 療 法 人 573-0126 枚方市津田西町1-29-8

〃 兵庫県 佐 々 木 順 子 三菱神戸病院 会 社 652-0863 神戸市兵庫区和田宮通6-1-34

〃 奈良県 青 山 信 房 平成記念病院 社会医療法人 634-0813 橿原市四条町827

〃 和歌山県 成 川 守 彦 桜ヶ丘病院 医 療 法 人 649-0304 有田市箕島904

〃 広島県 土 谷 晋 一 郎 土谷総合病院 特定医療法人 730-8655 広島市中区中島町3-30

〃 山口県 三 浦　　 修 防府胃腸病院 そ の 他 法 人 747-0801 防府市駅南町14-33

〃 徳島県 武 久 洋 三 博愛記念病院 医 療 法 人 770-8023 徳島市勝占町惣田9

〃 香川県 中 川 義 信
四国こどもとおとなの 

医療センター
国立病院機構 765-8507 善通寺市仙遊町2-1-1

〃 〃 厚 井 文 一 KKR高松病院 共 済 及 連 合 760-0018 高松市天神前4-18

〃 愛媛県 岡 田 武 志 済生会松山病院 済 生 会 791-8026 松山市山西町880-2

〃 高知県 細 木 秀 美 細木病院 社会医療法人 780-8535 高知市大膳町37

〃 福岡県 竹 中 賢 治 福岡市民病院
地 方 独 立 

行 政 法 人
812-0046 福岡市博多区吉塚本町13-1

〃 佐賀県 志 田 原　 哲 唐津赤十字病院 日 赤 847-8588 唐津市二夕子1-5-1

〃 熊本県 藤 山 重 俊 くまもと森都総合病院 医 療 法 人 862-8655 熊本市中央区新屋敷1-17-27

〃 大分県 松 本 文 六 天心堂へつぎ病院 社会医療法人 879-7761 大分市中戸次二本木5956

〃 沖縄県 石 井 和 博 大浜第一病院 医 療 法 人 900-0005 那覇市天久1000

理事合計　66名（会長1名、会長代行副会長2名、業務執行副会長4名、常任理事19名、理事40名）

監　　事

役職名
都　道�

府県名
氏　　名 施　　設　　名 経営主体 〒 住　　　所

監　事 千葉県 柏 戸 正 英 柏戸病院 医 療 法 人 260-8656 千葉市中央区長洲2-21-8

〃 兵庫県 藤 原 久 義 兵庫県立尼崎総合医療センター 都 道 府 県 660-8550 尼崎市東難波町2-17-77

〃 東京都 石 井 孝 宜 石井公認会計士事務所 105-0001
港区虎ノ門5-1-5 

メトロシティ神谷町3階

監事合計　3名（うち1名は外部監事）

名　　簿

－313－
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都　道

府県名
氏　　名 病　院　名 経営主体 〒 住　　　所

北海道 青 木 秀 俊 市立旭川病院 市 町 村 070-8610 旭川市金星町1-1-65

〃 赤 坂 嘉 宣 KKR札幌医療センター 共 済 及 連 合 062-0931 札幌市豊平区平岸1条6-3-40

〃 大 岩　　 均 王子総合病院 医 療 法 人 053-8506 苫小牧市若草町3-4-8

〃 小 笠 原 篤 夫 小笠原クリニック札幌病院 医 療 法 人 005-0013 札幌市南区真駒内緑町1-2-1

〃 櫻 井 正 之 北光記念病院 社会医療法人 065-0027 札幌市東区北27条東8-1-6

青　森 坂 田　　 優 三沢市立三沢病院 市 町 村 033-0022 三沢市大字三沢字堀口164-65

〃 淀 野　　 啓 鳴海病院 そ の 他 法 人 036-8183 弘前市品川町19

岩　手 遠 藤 秀 彦 岩手県立中部病院 都 道 府 県 024-8507 北上市村崎野17地割10番地

〃 小 西 一 樹 盛岡繋温泉病院 特定医療法人 020-0055 盛岡市繋字尾入野64-9

宮　城 中 鉢 誠 司 栗原市立栗原中央病院 市 町 村 987-2205 栗原市築館宮野中央3-1-1

〃 志 村 早 苗 光ヶ丘スペルマン病院 そ の 他 法 人 983-0833 仙台市宮城野区東仙台6-7-1

秋　田 小 野 地 章 一 大曲厚生医療センター 厚 生 連 014-0027 大仙市大曲通町8-65

〃 白 山 公 幸 藤原記念病院 特定医療法人 010-0201 潟上市天王字上江川47

山　形 後 藤 敏 和 山形県立中央病院 都 道 府 県 990-2292 山形市青柳1800

〃 仁 科 盛 之 三友堂病院 そ の 他 法 人 992-0045 米沢市中央6-1-219

福　島 鈴 木 啓 二
福島県立医科大学 

会津医療センター附属病院
都 道 府 県 969-3492 会津若松市河東町谷沢字前田21-2

〃 本 田 雅 人 竹田綜合病院 そ の 他 法 人 965-8585 会津若松市山鹿町3-27

茨　城 新 谷 周 三 JAとりで総合医療センター 厚 生 連 302-0022 取手市本郷2-1-1

〃 岡　　 裕 爾 日立総合病院 会 　 社 317-0077 日立市城南町2-1-1

〃 永 井 庸 次 ひたちなか総合病院 会 　 社 312-0057 ひたちなか市石川町20-1

栃　木 宮 原 保 之 那須赤十字病院 日 　 赤 324-8686 大田原市中田原1081-4

〃 太 田 照 男 白澤病院 医 療 法 人 329-1102 宇都宮市白沢町1813-16

群　馬 田 代 雅 彦 群馬中央病院
地域医療機能 

推 進 機 構
371-0025 前橋市紅雲町1-7-13

〃 東 郷 庸 史 恵愛堂病院 医 療 法 人 376-0101 みどり市大間々町大間々 504-6

埼　玉 関 塚 永 一 埼玉病院 国立病院機構 351-0102 和光市諏訪2-1

〃 髙 元 俊 彦 草加市立病院 市 町 村 340-8560 草加市草加2-21-1

〃 前 島 静 顕 蓮田病院 医 療 法 人 349-0131 蓮田市根金1662-1

〃 小 島　　 武 堀ノ内病院 特定医療法人 352-0023 新座市堀ノ内2-9-31

千　葉 鈴 木 一 郎 船橋市立医療センター 市 町 村 273-8588 船橋市金杉1-21-1

〃 加 藤　　 誠 成田赤十字病院 日 赤 286-8523 成田市飯田町90-1

〃 亀 田 信 介 亀田総合病院 医 療 法 人 296-8602 鴨川市東町929

〃 武 田 從 信 山之内病院 特定医療法人 297-0022 茂原市町保3

〃 三 橋　　 稔 習志野第一病院 社会医療法人 275-8555 習志野市津田沼5-5-25

東　京 内 野 直 樹 東京蒲田医療センター
地域医療機能 

推 進 機 構
144-0035 大田区南蒲田2-19-2

〃 佐 々 木　 勝 都立広尾病院 都 道 府 県 150-0013 渋谷区恵比寿2-34-10

〃 丸 山　　 洋 武蔵野赤十字病院 日 赤 180-8610 武蔵野市境南町1-26-1

〃 髙 橋 幸 則 東京都済生会向島病院 済 生 会 131-0041 墨田区八広1-5-10

〃 﨑 原　　 宏 永寿総合病院　柳橋分院 公 益 法 人 111-0052 台東区柳橋2-20-4

社　　員（代議員）

名　　簿

－314－



都　道

府県名
氏　　名 病　院　名 経営主体 〒 住　　　所

東　京 安 藤 高 朗 永生病院 医 療 法 人 193-0942 八王子市椚田町583-15

〃 高 木 由 利 織本病院 医 療 法 人 204-0002 清瀬市旭が丘1-261

〃 加 藤 正 弘 江戸川病院 社会福祉法人 133-0052 江戸川区東小岩2-24-18

〃 玉 城 成 雄 城西病院 そ の 他 法 人 167-0043 杉並区上荻2-42-11

神奈川 別 所　　 隆 平塚市民病院 市 町 村 254-0065 平塚市南原1-19-1

〃 三 角 隆 彦 済生会横浜市東部病院 済 生 会 230-0012 横浜市鶴見区下末吉3-6-1

〃 新 納 憲 司 大口東総合病院 特定医療法人 221-0014 横浜市神奈川区入江2-19-1

〃 戸 田 憲 孝 長津田厚生総合病院 そ の 他 法 人 226-0027 横浜市緑区長津田4-23-1

〃 長 倉 靖 彦 横浜掖済会病院 そ の 他 法 人 231-0036 横浜市中区山田町1-2

新　潟 片 柳 憲 雄 新潟市民病院 市 町 村 950-1197 新潟市中央区鐘木463-7

〃 吉 田 俊 明 済生会新潟第二病院 済 生 会 950-1104 新潟市西区寺地280-7

〃 山 崎 昭 義 新潟中央病院 医 療 法 人 950-8556 新潟市中央区新光町1-18

〃 湊　　　 泉 新潟臨港病院 社会医療法人 950-0051 新潟市東区桃山町1-114-3

富　山 飯 田 博 行 富山県済生会高岡病院 済 生 会 933-8525 高岡市二塚387-1

〃 髙 島 茂 樹
金沢医科大学 

氷見市民病院
学 校 法 人 935-8531 氷見市鞍川1130

石　川 若 林 時 夫 石川県済生会金沢病院 済 生 会 920-0353 金沢市赤土町二13-6

〃 勝 木 保 夫 やわたメディカルセンター 特定医療法人 923-8551 小松市八幡イ12-7

福　井 野 口 正 人 福井赤十字病院 日 　 赤 918-8501 福井市月見2-4-1

〃 大 橋 博 和 福井循環器病院 特定医療法人 910-0833 福井市新保2-228

山　梨 樫 本　　 温 富士吉田市立病院 市 町 村 403-0005 富士吉田市上吉田6530

〃 中 澤 良 英 加納岩総合病院 社会医療法人 405-0018 山梨市上神内川1309

長　野 大 和 眞 史 諏訪赤十字病院 日 　 赤 392-8510 諏訪市湖岸通り5-11-50

〃 関　　　 健 城西病院 社会医療法人 390-8648 松本市城西1-5-16

岐　阜 冨 田 栄 一 岐阜市民病院 市 町 村 500-8513 岐阜市鹿島町7-1

〃 松 波 英 寿 松波総合病院 社会医療法人 501-6062 羽島郡笠松町田代185-1

静　岡 水 上 泰 延 JA静岡厚生連遠州病院 厚 生 連 430-0929 浜松市中区中央1-1-1

〃 木 本 紀 代 子 東名裾野病院 医 療 法 人 410-1107 裾野市御宿1472

〃 平 井 達 夫 藤枝平成記念病院 医 療 法 人 426-8662 藤枝市水上123-1

愛　知 木 村 次 郎 岡崎市民病院 市 町 村 444-8553 岡崎市高隆寺町字五所合3-1

〃 渡 邊 有 三 春日井市民病院 市 町 村 486-8510 春日井市鷹来町1-1-1

〃 小 林 武 彦 小林記念病院 医 療 法 人 447-8510 碧南市新川町3-88

〃 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院 社会医療法人 491-8551 一宮市桜1-9-9

〃 加 藤 林 也 名古屋掖済会病院 そ の 他 法 人 454-8502 名古屋市中川区松年町4-66

三　重 濵 田 正 行 鈴鹿中央総合病院 厚 生 連 513-8630 鈴鹿市安塚町山之花1275-53

〃 加 藤 俊 夫 遠山病院 特定医療法人 514-0043 津市南新町17-22

滋　賀 濱 上　　 洋 長浜赤十字病院 日 　 赤 526-8585 長浜市宮前町14-7

〃 間 嶋　　 孝 東近江敬愛病院 特定医療法人 527-0025 東近江市八日市東本町8-16

京　都 中 村 孝 志 京都医療センター 国立病院機構 612-8555 京都市伏見区深草向畑町1-1

〃 依 田 建 吾 京都第一赤十字病院 日 赤 605-0981 京都市東山区本町15-749

〃 久 野 成 人 久野病院 医 療 法 人 605-0981 京都市東山区本町22-500

名　　簿
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都　道

府県名
氏　　名 病　院　名 経営主体 〒 住　　　所

京　都 清 水　　 紘 嵯峨野病院 そ の 他 法 人 616-8251 京都市右京区鳴滝宇多野谷9

大　阪 山 崎 芳 郎 大阪病院
地域医療機能 

推 進 機 構
553-0003 大阪市福島区福島4-2-78

〃 佐 々 木　 洋 八尾市立病院 市 町 村 581-0069 八尾市龍華町1-3-1

〃 吉 岡 敏 治
大阪府立急性期・ 

総合医療センター

地 方 独 立 

行 政 法 人
558-8558 大阪市住吉区万代東3-1-56

〃 田 嶌 政 郞 高槻赤十字病院 日 赤 569-1096 高槻市阿武野1-1-1

〃 島 田 永 和 島田病院 医 療 法 人 583-0875 羽曳野市樫山100-1

〃 筒 泉 正 春 高槻病院 社会医療法人 569-1192 高槻市古曽部町1-3-13

〃 馬 場 武 彦 馬場記念病院 社会医療法人 592-8555 堺市西区浜寺船尾町東4-244

〃 福 原　　 毅 ベルランド総合病院 社会医療法人 599-8247 堺市中区東山500-3

兵　庫 山 邊　　 裕 市立加西病院 市 町 村 675-2393 加西市北条町横尾1-13

〃 佐 藤 四 三 姫路赤十字病院 日 　 赤 670-8540 姫路市下手野1-12-1

〃 西　　　 昴 西病院 医 療 法 人 657-0037 神戸市灘区備後町3-2-18

〃 安 田 嘉 之 広野高原病院 医 療 法 人 651-2215 神戸市西区北山台3-1-1

〃 山 中 若 樹 明和病院 医 療 法 人 663-8186 西宮市上鳴尾町4-31

奈　良 今 川 敦 史 済生会中和病院 済 生 会 633-0054 桜井市阿部323

〃 久 富 充 廣 奈良春日病院 特定医療法人 630-8425 奈良市鹿野園町1212-1

和歌山 松 﨑 交 作 済生会和歌山病院 済 生 会 640-8158 和歌山市十二番丁45

〃 上 野 雄 二 誠佑記念病院 医 療 法 人 649-6335 和歌山市西田井391

鳥　取 大 野 耕 策 山陰労災病院
労 働 者 健 康 

福 祉 機 構
683-8605 米子市皆生新田1-8-1

〃 野 島 丈 夫 野島病院 医 療 法 人 682-0863 倉吉市瀬崎町2714-1

島　根 秦　　 公 平 松江赤十字病院 日 赤 690-8506 松江市母衣町200

〃 内 藤　　 篤 松江記念病院 医 療 法 人 690-0015 松江市上乃木3-4-1

岡　山 忠 田 正 樹 岡山赤十字病院 日 赤 700-8607 岡山市北区青江2-1-1

〃 佐 能 量 雄 光生病院 社会医療法人 700-0985 岡山市北区厚生町3-8-35

広　島 弓 削 孟 文 尾道総合病院 厚 生 連 722-8508 尾道市平原1-10-23

〃 辰 川 自 光 山陽病院 医 療 法 人 720-0815 福山市野上町2-8-2

〃 長 崎 孝 太 郎 長崎病院 医 療 法 人 733-0013 広島市西区横川新町3-11

山　口 水 田 英 司 小野田赤十字病院 日 　 赤 756-0889 山陽小野田市大字小野田3700

〃 西 田 一 也 阿知須同仁病院 医 療 法 人 754-1277 山口市阿知須4241-4

徳　島 長 瀬 教 夫 東徳島医療センター 国立病院機構 779-0193 板野郡板野町大寺字大向北1-1

〃 矢 野 勇 人 碩心館病院 医 療 法 人 773-0014 小松島市江田町字大江田44-1

香　川 德 田 道 昭 さぬき市民病院 市 町 村 769-2393 さぬき市寒川町石田東甲387-1

〃 鎌 野 周 平 総合病院回生病院 社会医療法人 762-0007 坂出市室町3-5-28

愛　媛 横 田 英 介 松山赤十字病院 日 　 赤 790-8524 松山市文京町1

〃 山 本 祐 司 松山市民病院 そ の 他 法 人 790-0067 松山市大手町2-6-5

高　知 堀 見 忠 司 高知医療センター 都 道 府 県 781-8555 高知市池2125-1

〃 島 津 栄 一 島津病院 医 療 法 人 780-0066 高知市比島町4-6-22

福　岡 村 中　　 光 九州医療センター 国立病院機構 810-8563 福岡市中央区地行浜1-8-1

名　　簿
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都　道

府県名
氏　　名 病　院　名 経営主体 〒 住　　　所

福　岡 多 治 見　 司 九州病院
地域医療機能 

推 進 機 構
806-8501 北九州市八幡西区岸の浦1-8-1

〃 平　　 祐 二 原三信病院 医 療 法 人 812-0033 福岡市博多区大博町1-8

〃 島　　 弘 志 聖マリア病院 社会医療法人 830-8543 久留米市津福本町422

〃 増 本 陽 秀 飯塚病院 会 社 820-8505 飯塚市芳雄町3-83

佐　賀 樗 木　　 等
佐賀県医療センター 

好生館

地 方 独 立 

行 政 法 人
840-8571 佐賀市嘉瀬町中原400

〃 織 田 正 道 祐愛会織田病院 特定医療法人 849-1392 鹿島市大字高津原4306

長　崎 兼 松 隆 之
長崎みなとメディカルセンター 

市民病院

地 方 独 立 

行 政 法 人
850-8555 長崎市新地町6-39

〃 蒔 本　　 恭 田上病院 医 療 法 人 851-0251 長崎市田上2-14-15

熊　本 濱 田 泰 之 熊本中央病院 共 済 及 連 合 862-0965 熊本市南区田井島1-5-1

〃 林　　　 茂 にしくまもと病院 医 療 法 人 861-4157 熊本市南区富合町古閑1012

大　分 田 代 英 哉 大分県立病院 都 道 府 県 870-8511 大分市大字豊饒476

〃 高 田 三 千 尋 大分記念病院 医 療 法 人 870-0854 大分市羽屋9組5

宮　崎 井 口 厚 司 都城医療センター 国立病院機構 885-0014 都城市祝吉町5033-1

〃 千代反田　晋 千代田病院 社会医療法人 883-0064 日向市大字日知屋古田町88

鹿児島 青 﨑 眞 一 郎 済生会川内病院 済 生 会 895-0074 薩摩川内市原田町2-46

〃 大 勝 洋 祐 大勝病院 医 療 法 人 890-0067 鹿児島市真砂本町3-95

沖　縄 高 良 英 一 沖縄赤十字病院 日 　 赤 902-8588 那覇市与儀1-3-1

〃 安 里 哲 好 ハートライフ病院 社会医療法人 901-2492 中頭郡中城村伊集208

　　　　 社員（代議員）合計　134名

名　　簿
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顧問

役職名 氏名 〒 住所

顧問 奈 良 昌 治 日本人間ドック学会 理事長 102-0075 千代田区三番町9-15 ホスピタルプラザビル 1階

〃 池 澤 康 郎 新渡戸記念中野総合病院 顧問 164-8607 中野区中央4-59-16

〃 佐 藤 眞 杉 佐藤病院 理事長 573-1124 枚方市養父東町65-1

〃 大 井 利 夫 上都賀総合病院 名誉院長 322-8550 鹿沼市下田町1-1033

〃 村 上 信 乃 国保 旭中央病院 名誉院長 289-2511 旭市イの1326

〃 宮 崎 忠 昭 長野赤十字病院 名誉院長 380-8582 長野市若里5-22-1

〃 大 沼 み ず ほ 参議院議員 100-8962 千代田区永田町2-1-1 参議院議員会館312

〃 鴨 下 一 郎 衆議院議員 100-8981 千代田区永田町2-2-1 衆議院議員会館1-1023

〃 河 野 正 美 衆議院議員 100-8981 千代田区永田町2-1-2 衆議院議員会館2-417

〃 長 尾　　 敬 衆議院議員 100-8982 千代田区永田町2-1-2 衆議院第二議員会館1102

〃 古 川 俊 治 参議院議員 100-8962 千代田区永田町2-1-1 参議院議員会館531

〃 横 倉 義 武 日本医師会 会長 113-8621 文京区本駒込2-28-16

参与

役職名 氏名 〒 住所

参与 坂 本 す が 日本看護協会 会長 150-0001 渋谷区神宮前5-8-2

〃 髙 久 史 麿 日本医学会 会長 113-8621 文京区本駒込2-28-16 日本医師会館内

〃 松 田　　 朗 日本医業経営コンサルタント協会 顧問 102-0075 千代田区三番町9-15 ホスピタルプラザビル 5階

〃 齊 藤 延 人 東京大学医学部附属病院 病院長 113-8655 文京区本郷7-3-1

〃 桐 野 髙 明 独立行政法人国立病院機構 理事長 152-8621 目黒区東が丘2-5-21

〃 竹 内　　 勤 慶應義塾大学病院 病院長 160-8582 新宿区信濃町35

〃 北 田 光 一 日本病院薬剤師会 会長 150-0002 渋谷区渋谷2-12-15 日本薬学会 長井記念館 8階

〃 邉 見 公 雄 全国自治体病院協議会 会長 102-8556 千代田区紀尾井町3-27 剛堂会館 6階

〃 池 上 直 己 慶應義塾大学医学部 教授 160-8582 新宿区信濃町35

〃 権 丈 善 一 慶應義塾大学商学部 教授 108-8345 港区三田2-15-45

〃 齊 藤 壽 一 内科系学会社会保険連合 名誉代表 169-0073
（東京山手メディカルセンター） 

新宿区百人町3-22-1

〃 高 橋 正 彦 全国公私病院連盟 会長 150-0001 渋谷区神宮前2-6-1 食品衛生センター 4階

〃 富 田 博 樹 日本赤十字社 事業局長 105-8521 港区芝大門1-1-3

名　　簿
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名誉会長

役職名 氏名 〒 住所

名誉 

会長
山 本 修 三 日本病院共済会 代表取締役 102-0075 千代田区三番町9-15 ホスピタルプラザビル 1階

名誉会員

役職名 氏名 〒 住所

名誉 

会員
大 道　　 學 社会医療法人大道会 会長 536-0023 大阪市城東区東中浜1-5-1

〃 武 田 隆 男 武田病院グループ 会長 600-8558 京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5

〃 奈 良 昌 治 日本人間ドック学会 理事長 102-0075 千代田区三番町9-15 ホスピタルプラザビル 1階

〃 土 屋　　 章 医療法人社団相和会 会長 252-0206 相模原市中央区淵野辺3-2-8 

〃 福 田 浩 三 上飯田リハビリテーション病院 前名誉院長 462-0802 名古屋市北区上飯田北町3-57

〃 池 澤 康 郎 新渡戸記念中野総合病院 顧問 164-8607 中野区中央4-59-16

〃 佐 藤 眞 杉 佐藤病院 理事長 573-1124 枚方市養父東町65-1

〃 大 井 利 夫 上都賀総合病院 名誉院長 322-8550 鹿沼市下田町1-1033

〃 村 上 信 乃 国保旭中央病院 名誉院長 289-2511 旭市イの1326

〃 宮 崎 忠 昭 長野赤十字病院 名誉院長 380-8582 長野市若里5-22-1

〃 西 村 昭 男
アグリ工房イタンキ株式会社 代表取締役 

(社会医療法人社団カレス・サッポロ 前理事長)
050-0084 室蘭市みゆき町3-12-8

〃 星　　 和 夫 ベトレヘムの園病院 顧問 204-0024 清瀬市梅園3-14-72

〃 宮 﨑 久 義 熊本医療センター 名誉院長 860-0008 熊本市二の丸1-5

〃 高 野 正 博 大腸肛門病センター 高野病院 会長 862-0924 熊本市中央区帯山4-2-88

〃 小 川 嘉 誉 多根総合病院 理事長 550-0025 大阪市西区九条南1-12-21

名　　簿
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一般社団法人　日本病院会　支部名簿

支　部　名 支部長名 〒 住所

北 海 道 
ブ ロ ッ ク 支 部

中 村 博 彦 060-8570
札幌市中央区南1条西14-291 
中村記念病院内

岩 手 県 支 部 望 月　　 泉 020-0066
盛岡市上田1-4-1 
岩手県立中央病院内

山 形 県 支 部 後 藤 敏 和 990-2292
山形市青柳1800 
山形県立中央病院内

福 島 県 支 部 堀 江 孝 至 960-8036
福島市新町4-22 
福島県医師会館3階

茨 城 県 支 部 藤 原 秀 臣 300-0028
土浦市おおつ野4-1-1 
総合病院土浦協同病院内

群 馬 県 支 部 東 郷 庸 史 376-0101
みどり市大間々町大間々 504-6 
恵愛堂病院内

埼 玉 県 支 部 原 澤　　 茂 332-8558
川口市西川口5-11-5 
埼玉県済生会川口総合病院内

千 葉 県 支 部 柏 戸 正 英 260-8656
千葉市中央区長洲2-21-8 
柏戸病院内

東 京 都 支 部
池 澤 康 郎
（代行：﨑原　宏）

150-0001
渋谷区神宮前2-6-1 食品衛生センター 5階 
全国病院経営管理学会内

新 潟 県 支 部 片 柳 憲 雄 950-1197
新潟市中央区鐘木463-7 
新潟市民病院内

福 井 県 支 部 三 浦 將 司 918-8503
福井市和田中町舟橋7-1 
福井県済生会病院内

長 野 県 支 部 井 上 憲 昭 390-8510
松本市本庄2-5-1 
相澤病院内

静 岡 県 支 部 毛 利　　 博 420-0853
静岡市葵区追手町44-1 静岡県産業経済会館 6F 
静岡県病院協会内

愛 知 県 支 部 松 本 隆 利 460-0008
名古屋市中区栄4-14-28 
愛知県病院協会内

奈 良 県 支 部 今 川 敦 史 634-0061
橿原市大久保町454-10 
奈良県病院協会内

和 歌 山 県 支 部 成 川 守 彦 640-8319
和歌山市手平2-1-2 
県民交流プラザ和歌山ビッグ愛6F  
和歌山県病院協会内

島 根 県 支 部 石 原　　 晋 696-0193
邑智郡邑南町中野3848-2 
公立邑智病院内

山 口 県 支 部 三 浦　　 修 747-0801
防府市駅南町14-33 
防府胃腸病院内

香 川 県 支 部 中 川 義 信 765-8507 
善通寺市仙遊町2-1-1 
独立行政法人国立病院機構 
四国こどもとおとなの医療センター内

高 知 県 支 部 細 木 秀 美 780-8535
高知市大膳町37 
細木病院内

長 崎 県 支 部 福 井　　 洋 851-0301
長崎市深堀町1-11-54 
長崎記念病院内

熊 本 県 支 部 副 島 秀 久 861-4193
熊本市南区近見5-3-1 
済生会熊本病院内

名　　簿
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一般社団法人　日本病院会　委員会委員長名簿

委　　員　　会 担当副会長 委　員　長 担当部署

医 療 制 度 委 員 会 岡 留 健 一 郎 中 井　　 修 企画課

医 療 の 安 全 確 保 推 進 委 員 会 岡 留 健 一 郎 木 村 壯 介 企画課

地 域 医 療 委 員 会 今 泉 暢 登 志 塩 谷 泰 一 企画課

精 神 科 医 療 委 員 会 今 泉 暢 登 志 中 島 豊 爾 企画課

中 小 病 院 委 員 会 今 泉 暢 登 志 土 井 章 弘 企画課

医 業 経 営・ 税 制 委 員 会 梶 原　　 優 安 藤 文 英 企画課

社 会 保 険 診 療 報 酬 委 員 会 相 澤 孝 夫 万 代 恭 嗣 企画課

医 療 安 全 対 策 委 員 会 末 永 裕 之 福 永 秀 敏 学術研修課

感 染 症 対 策 委 員 会 末 永 裕 之 木 村　　 哲 学術研修課

病 院 診 療 の 質 向 上 検 討 委 員 会 末 永 裕 之 有 賀　　 徹 学術研修課

Ｑ Ｉ 委 員 会 末 永 裕 之 福 井 次 矢 学術研修課

臨 床 研 修 委 員 会 末 永 裕 之 濵 田 正 行 学術研修課

栄 養 管 理 委 員 会 末 永 裕 之 東 口 髙 志 学術研修課

看 護 職 場 環 境 委 員 会 末 永 裕 之 望 月　　 泉 企画課

病 院 経 営 管 理 士 教 育 委 員 会 末 永 裕 之 土 井 章 弘 通信教育課

病 院 経 営 の 質 推 進 委 員 会 末 永 裕 之 宮 﨑 瑞 穗 通信教育課

専 門 医 に 関 す る 委 員 会 末 永 裕 之 中　　 佳 一 企画課

情 報 統 計 委 員 会 大 道 道 大 大 道 道 大 企画課

ニ ュ ー ス 編 集 委 員 会 大 道 道 大 藤 原 秀 臣 広報課

雑 誌 編 集 委 員 会 大 道 道 大 﨑 原　　 宏 学術研修課

ホ ー ム ペ ー ジ 委 員 会 大 道 道 大 武 田 隆 久 学術研修課

ホ ス ピ タ ル シ ョ ウ 委 員 会 今 泉 暢 登 志 大 道　　 久 学術研修課

倫 理 委 員 会 梶 原　　 優 松 本 純 夫 総務課

国 際 委 員 会（ＩＨＦ、ＡＨＦ） 梶 原　　 優 福 井 次 矢
広報課 

学術研修課

認定個人情報保護団体 審査委員会 梶 原　　 優 中　　 佳 一 総務課

災 害 医 療 対 策 委 員 会 梶 原　　 優 有 賀　　 徹 総務課

診 療 情 報 管 理 士 教 育 委 員 会 今 泉 暢 登 志 武 田 隆 久 通信教育課

国 際 医 療 推 進 委 員 会
相 澤 孝 夫 
末 永 裕 之 
梶 原　　 優

相 澤 孝 夫 企画課

図 書 委 員 会 岡 留 健 一 郎 望 月　　 泉 総務課
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 Ⅰ.医療政策に関わる委員会

 １．医療制度委員会（担当副会長：岡留健一郎）

委員長 中 井　　 修 九段坂病院 病院長

副委員長 山 口 武 兼 東京都保健医療公社 豊島病院 病院長

委員 石 井 暎 禧 社会医療法人財団石心会 理事長

委員 木 野 昌 也 北摂総合病院 理事長・院長

委員 田 中 一 成 静岡県立総合病院 病院長

委員 中　　 佳 一 東名厚木病院 理事長

特別委員 甲 斐 克 則 早稲田大学大学院 法務研究科 研究科長・教授

特別委員 高 木 安 雄 慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科 教授

特別委員 高 橋 正 明 経済アナリスト

 ２．医療の安全確保推進委員会（担当副会長：岡留健一郎）

委員長 木 村 壯 介 一般社団法人日本医療安全調査機構 常務理事

副委員長 末 永 裕 之 小牧市民病院 病院事業管理者・院長

委員 安 藤 文 英 西福岡病院 理事長

委員 後　　　　 信 九州大学病院 医療安全管理部 教授

委員 岡 部 正 明 立川綜合病院 病院長

委員 中 村 博 彦 中村記念病院 理事長・院長

委員 濱 崎　　 允 山形済生病院 病院長

委員 藤 原 久 義 兵庫県立尼崎総合医療センター 病院長

委員 宮 﨑 瑞 穗 前橋赤十字病院 名誉院長

 Ⅱ．医療提供に関わる委員会

 ３．地域医療委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 塩 谷 泰 一 高松市病院局 病院事業管理者

副委員長 松 本 文 六 天心堂へつぎ病院 会長

委員 石 原　　 晋 公立邑智病院 参与

委員 井 上 憲 昭 富士見高原医療福祉センター センター長、 富士見高原病院 統括院長

委員 遠 藤 秀 彦 岩手県立中部病院 病院長

委員 株 本　　 敞 小清水赤十字病院 名誉院長

委員 木 村　　 純 市立函館病院 病院長

委員 古 川 賢 一 飯山赤十字病院 病院長

 ４．精神科医療委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 中 島 豊 爾 岡山県精神科医療センター 理事長・名誉院長

副委員長 宮 﨑 瑞 穗 前橋赤十字病院 名誉院長

委員 齊 藤 万 比 古 愛育相談所 所長、 愛育クリニック 小児精神保健科 医師

委員 佐 藤 茂 樹 成田赤十字病院 精神神経科 顧問

委員 平 田 豊 明 千葉県精神科医療センター 病院長

委員 三 角 隆 彦 済生会横浜市東部病院 病院長

委員 山 口 武 兼 東京都保健医療公社 豊島病院 病院長
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 ５．中小病院委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 土 井 章 弘 岡山旭東病院 病院長

副委員長 安 藤 文 英 西福岡病院 理事長

委員 北 島 清 彰 北島病院 理事長・院長

委員 佐 藤 秀 次 金沢脳神経外科病院 病院長

委員 澤 田 勝 寛 新須磨病院 理事長・院長

委員 髙 橋　　 肇 高橋病院 理事長・院長

委員 成 川 守 彦 桜ヶ丘病院 理事長

委員 藤 城 貴 教 清水赤十字病院 病院長

委員 細 木 秀 美 細木病院 理事長

委員 松 本 文 六 天心堂へつぎ病院 会長

委員 美 原　　 盤 美原記念病院 病院長

 Ⅲ．医療経営に関わる委員会

 ６．医業経営・税制委員会（担当副会長：梶原　優）

委員長 安 藤 文 英 西福岡病院 理事長

副委員長 﨑 原　　 宏 公益財団法人ライフ・エクステンション研究所 名誉顧問

委員 伊 藤 伸 一 社会医療法人大雄会 理事長

委員 大 村 昭 人 帝京大学医学部附属溝口病院 院長補佐・名誉教授

委員 櫛 山　　 博 公益財団法人がん研究会 有明病院 病院本部副本部長

委員 牧　　 健 太 郎 牧公認会計士・税理士事務所 所長

委員 正 木 義 博 済生会支部神奈川県済生会 支部長

 Ⅳ．診療報酬に関わる委員会

 ７．社会保険診療報酬委員会（担当副会長：相澤孝夫）

委員長 万 代 恭 嗣 東京山手メディカルセンター 病院長

副委員長 生 野 弘 道 守口生野記念病院 理事長

委員 齋 藤 英 彦 国立病院機構名古屋医療センター 名誉院長

委員 島　　 弘 志 聖マリア病院 病院長

委員 髙 橋　　 肇 高橋病院 理事長・院長

委員 土 谷 晋 一 郎 土谷総合病院 理事長

委員 中 井　　 修 九段坂病院 病院長

委員 中 島 豊 爾 岡山県精神科医療センター 理事長・名誉院長

委員 松 本 純 夫 国立病院機構東京医療センター 名誉院長

委員 宮 﨑 瑞 穗 前橋赤十字病院 名誉院長
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 Ⅴ．人材育成に関わる委員会

 ８．医療安全対策委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 福 永 秀 敏 南風病院 病院長

委員 鮎 澤 純 子 九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座 准教授

委員 児 玉 安 司 新星総合法律事務所 弁護士

委員 嶋 森 好 子 公益社団法人東京都看護協会 会長

委員 種 田 憲 一 郎 国立保健医療科学院 上席主任研究官

委員 土 屋 文 人 一般社団法人日本病院薬剤師会 副会長

委員 長 尾 能 雅 名古屋大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部 副病院長・教授

委員 長 谷 川　　 剛 上尾中央総合病院 院長補佐・情報管理部長

 ９．感染症対策委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 木 村　　 哲 東京医療保健大学 学長

副委員長 小 林 寬 伊 東京医療保健大学大学院 教授・名誉学長

委員 一 山　　 智 京都大学医学部附属病院 検査部・感染制御部 教授

委員 岩 田　　 敏 慶應義塾大学医学部 感染症学教室 教授

委員 大 石 和 徳 国立感染症研究所 感染症疫学センター長

委員 大 曲 貴 夫 国立国際医療研究センター 国際感染症センター長

委員 洪　　 愛 子 公益社団法人日本看護協会 常任理事

 10．病院診療の質向上検討委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 有 賀　　 徹 昭和大学病院 病院長

副委員長 栗 原 正 紀 長崎リハビリテーション病院 病院長

委員 浅 香 え み 子 獨協医科大学越谷病院 看護副部長

委員 木 澤 晃 代 公益社団法人日本看護協会 看護研修学校 主任教員

委員 桒 原　　 健 国立循環器病研究センター 薬剤部 薬剤部長

委員 丸 地　　 伸 昭和大学病院 事務部長

 11．QI委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

委員 今 中 雄 一
京都大学 大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 医療経済学分野 

教授

委員 岩 﨑　　 榮 NPO法人卒後臨床研修評価機構 専務理事

委員 岩 渕 勝 好 山形市立病院済生館 呼吸器内科長

委員 國 澤　　 進
京都大学 大学院医学研究科 社会健康医学系専攻 

医療経済学分野 特定講師

委員 嶋 田　　 元 聖路加国際大学 情報システムセンター センター長

委員 深 田 順 一 三愛病院 病院長

委員 山 本 貴 道 聖隷浜松病院 副院長
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 11－（2）．精神・療養病床ワーキンググループ（担当副会長：末永裕之）

委員（精神）石 倉 菜 子 青梅市立総合病院 精神科 部長

委員（精神）中 川 義 信 四国こどもとおとなの医療センター 病院長

委員（精神）森 川 公 彦 岡山県精神科医療センター 診療情報管理室 室長

委員（療養）濵　　 真 理 子 桜ヶ丘病院 総看護師長・副院長

委員（療養）細 木 秀 美 細木病院 理事長

委員（療養）松 本 隆 利 八千代病院 理事長

 12．臨床研修委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 濵 田 正 行 鈴鹿中央総合病院 名誉院長

副委員長 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

委員 岩 﨑　　 榮 NPO法人卒後臨床研修評価機構 専務理事

委員 清 水 貴 子 聖隷浜松病院 顧問

委員 田 中 繁 道 手稲渓仁会病院 理事長

委員 富 田 博 樹 日本赤十字社 事業局長

委員 望 月　　 泉 岩手県立中央病院 病院長

 13．栄養管理委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 東 口 髙 志 藤田保健衛生大学医学部 外科・緩和医療学講座 教授

委員 梶 谷 伸 顕
独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター  

外科診療部長

委員 斎 藤 恵 子 東京医科歯科大学医学部附属病院 臨床栄養部 副部長

委員 佐 々 木 雅 也 滋賀医科大学医学部附属病院 栄養治療部 部長・病院教授

委員 鈴 木 宏 昌 帝京平成大学 教授

委員 高 増 哲 也 神奈川県立こども医療センター アレルギー科 医長

委員 二 村 昭 彦 藤田保健衛生大学七栗記念病院 薬剤課 係長

委員 丸 山 道 生 田無病院 病院長

委員 森　　 み さ 子
聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院  

看護部 看護師長・NST専任看護師

委員 吉 田 貞 夫 あがりはまクリニック 病院長

 14．看護職場環境委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 望 月　　 泉 岩手県立中央病院 病院長

副委員長 勝 原 裕 美 子 聖隷浜松病院 副院長・総看護部長

委員 児 島 由 利 江 福島県立医科大学会津医療センター附属病院 副病院長・看護部長

委員 高 橋 啓 子 三友堂病院 看護部長

委員 中 山 伊 都 子 岡山旭東病院 看護部長

委員 林　　 順 子 小牧市民病院 看護局長
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15．病院経営管理士教育委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 土 井 章 弘 岡山旭東病院 病院長

委員 池 田 隆 一 社会医療法人財団慈泉会 医療連携センター センター長・相澤東病院 事務長

委員 大 久 保 一 郎 筑波大学 医学医療系 教授

委員 中　　 佳 一 東名厚木病院 理事長

委員 永 易　　 卓 若草第一病院 理事・事務局長

委員 正 木 義 博 済生会支部神奈川県済生会 支部長

委員 山 下 美 智 子 筑波メディカルセンター病院 病院副院長・法人看護部門長

 16．病院経営の質推進委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 宮 﨑 瑞 穗 前橋赤十字病院 名誉院長

副委員長 佐 合 茂 樹 木沢記念病院 事務長

委員 飯 村 秀 樹 筑波メディカルセンター病院 診療技術部 部長

委員 泉　　 並 木 武蔵野赤十字病院 副院長

委員 永 易　　 卓 若草第一病院 理事・事務局長

委員 正 木 義 博 済生会支部神奈川県済生会 支部長

委員 眞 鍋 伸 次 KKR高松病院 薬剤科 薬局長

 16－（2）．診療報酬改定影響度調査ワーキンググループ（担当副会長：末永裕之）

委員長 佐 合 茂 樹 木沢記念病院 事務長

委員 朝 見 浩 一 白岡中央総合病院 事務長

委員 池 田 隆 一 社会医療法人財団慈泉会 医療連携センター センター長・相澤東病院 事務長

委員 小 寺 政 明 東京都済生会向島病院 事務部長

委員 中 山 和 則 筑波メディカルセンター病院 副院長・事務部長

委員 永 易　　 卓 若草第一病院 理事・事務局長

委員 正 木 義 博 済生会支部神奈川県済生会 支部長

 17．専門医に関する委員会（担当副会長：末永裕之）

委員長 中　　 佳 一 東名厚木病院 理事長

副委員長 副 島 秀 久 済生会熊本病院 病院長

委員 岡 田 千 春 独立行政法人国立病院機構本部 医療部 病院支援部長

委員 亀 井 美 登 里 独立行政法人地域医療機能推進機構 理事

委員 中 嶋　　 昭 玉川病院 病院長

委員 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

委員 牧 野 憲 一 旭川赤十字病院 病院長

委員 望 月　　 泉 岩手県立中央病院 病院長

委員 山 本 直 人 海南病院 病院長

 Ⅵ．情報発信（見える化）に関わる委員会

 18．情報統計委員会（担当副会長：大道道大）

委員長 大 道 道 大 森之宮病院 理事長・院長
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 19．ニュース編集委員会（担当副会長：大道道大）

委員長 藤 原 秀 臣 総合病院土浦協同病院 名誉院長

副委員長 中 嶋　　 昭 玉川病院 病院長

委員 網 野 寛 子 帝京平成大学 ヒューマンケア学部 看護学科 学科長

委員 谷 野 浩 太 郎 株式会社社会保険研究所 社会保険旬報編集長

委員 松 本 隆 利 八千代病院 理事長

 20．雑誌編集委員会（担当副会長：大道道大）

委員長 﨑 原　　 宏 公益財団法人ライフ・エクステンション研究所 名誉顧問

委員 遠 藤 昌 夫 さいたま市立病院 名誉院長

委員 佐 合 茂 樹 木沢記念病院 事務長

委員 濱 崎　　 允 山形済生病院 病院長

 21．ホームページ委員会（担当副会長：大道道大）

委員長 武 田 隆 久 武田総合病院 理事長

副委員長 中 村 洋 一 茨城県立医療大学 教授

委員 神 野 正 博 恵寿総合病院 理事長

委員 坂 巻　　 壽 都立駒込病院 名誉院長

委員 濵 田 正 行 鈴鹿中央総合病院 名誉院長

委員 山 田 恒 夫 一般財団法人医療情報システム開発センター 参与

 22．ホスピタルショウ委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 大 道　　 久 独立行政法人地域医療機能推進機構 顧問

副委員長 有 賀　　 徹 昭和大学病院 病院長

委員 梅 里 良 正 公益社団法人地域医療振興協会 シニアアドバイザー

委員 本 田 麻 由 美 株式会社読売新聞東京本社 編集局社会保障部 次長

委員 箭 内 吉 之 一般社団法人日本経営協会 常務理事・東京本部長

委員 山 元 恵 子 富山福祉短期大学 看護学科 教授

委員 渡 辺 明 良 聖路加国際大学 法人事務局長

 Ⅶ．総務に関わる委員会

 23．倫理委員会（担当副会長：梶原　優）

委員長 松 本 純 夫 国立病院機構東京医療センター 名誉院長

副委員長 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

委員 北 島 政 樹 国際医療福祉大学 学長

委員 高 久　　 裕 株式会社高久事務所 代表取締役

委員 髙 久 史 麿 日本医学会 会長

委員 寺 野　　 彰 獨協学園 理事長、 獨協医科大学 名誉学長

委員 森 岡 恭 彦 日本赤十字社医療センター 名誉院長
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 24．国際委員会（IHF、AHF）（担当副会長：梶原　優）

委員長 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

副委員長 土 谷 晋 一 郎 土谷総合病院 理事長

委員 木 村 壯 介 一般社団法人日本医療安全調査機構 常務理事

委員 富 田 博 樹 日本赤十字社 事業局長

 25．認定個人情報保護団体 審査委員会（担当副会長：梶原　優）

委員長 中　　 佳 一 東名厚木病院 理事長

委員 青 木 一 男 青木・関根・田中法律事務所 代表弁護士

委員 﨑 原　　 宏 公益財団法人ライフ・エクステンション研究所 名誉顧問

委員 沼 田 裕 一 横須賀市立うわまち病院 管理者

委員 堀 内 行 雄 川崎市病院局 川崎市病院事業管理者

 26．災害医療対策委員会（担当副会長：梶原　優）

委員長 有 賀　　 徹 昭和大学病院 病院長

副委員長 神 野 正 博 恵寿総合病院 理事長

委員 猪 口 正 孝 平成立石病院 理事長

委員 中 島 豊 爾 岡山県精神科医療センター 理事長・名誉院長

委員 野 口 英 一 公益財団法人東京防災救急協会 副理事長

委員 山 口 芳 裕 杏林大学 医学部救急医学 教授

特別委員 富 田 博 樹 日本赤十字社 事業局長

 Ⅷ．診療情報に関わる委員会

 27．診療情報管理士教育委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 武 田 隆 久 武田総合病院 理事長

委員 阿 南　　 誠
国立病院機構九州医療センター 医療情報管理センター  

実務統括管理者

委員 入 江 真 行 和歌山県立医科大学 先端医学研究所 医学医療情報研究部 准教授

委員 鎌 倉 由 香 昭和大学病院 診療録管理室 主任

委員 須 貝 和 則 国立国際医療研究センター 医事課診療情報管理室 室長

委員 鈴 木 莊 太 郎 藤沢市保健医療センター 顧問

委員 髙 橋 長 裕 公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター 顧問

委員 吉 住 秀 之 国立病院機構九州医療センター 医療情報管理センター 部長

委員 吉 田　　 博 姫野病院 名誉院長

特別委員 遠 藤 弘 良 東京女子医科大学 医学部 国際環境・熱帯医学講座 主任教授

特別委員 大 井 利 夫 上都賀総合病院 名誉院長
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 27－（2）．基礎課程小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 吉 住 秀 之 国立病院機構九州医療センター 医療情報管理センター 部長

委員 壁 谷 悠 介 東海大学医学部付属八王子病院 総合内科

委員 岸　　 真 司
名古屋第二赤十字病院 第二小児科部長、 

医療情報管理センター副センター長、情報システム室長

委員 佐 野 博 之 淀川キリスト教病院 小児科部長

委員 鈴 木 莊 太 郎 藤沢市保健医療センター 顧問

委員 髙 橋 長 裕 公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター 顧問

委員 仲 田 裕 行 介護老人保健施設ケーアイ 施設長

委員 二 階 堂 雄 次 市立奈良病院 名誉院長

委員 宮 内 文 久 愛媛労災病院 病院長

 27－（3）．専門課程小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 入 江 真 行 和歌山県立医科大学 先端医学研究所 医学医療情報研究部 准教授

委員 阿 南　　 誠
国立病院機構九州医療センター 医療情報管理センター  

実務統括管理者

委員 荒 井 康 夫 北里大学病院 診療情報管理室 課長

委員 岡 田 美 保 子 川崎医療福祉大学 医療福祉マネジメント学部 医療情報学科 教授

委員 中 山 和 則 筑波メディカルセンター病院 副院長・事務部長

委員 永 易　　 卓 若草第一病院 理事・事務局長

委員 渡 邉 一 平 広島国際大学 医療経営学部 医療経営学科 教授

 27－（4）．分類小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 鎌 倉 由 香 昭和大学病院 診療録管理室 主任

委員 上 田 郁 奈 代 大阪大学医学部附属病院 医療情報部 兼 医事課 情報処理係 主任

委員 柏 倉 夏 枝 山形市立病院済生館 医療情報管理室

委員 河 村 保 孝 焼津市立総合病院 病院事務部 診療情報管理課 課長

委員 島 田 裕 子 国立病院機構大阪南医療センター 事務部 企画課

委員 髙 橋 長 裕 公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター 顧問

委員 星　　 賢 一 飯塚病院附属有隣病院 診療情報管理室 室長

特別委員 松 浦 は る み 長崎大学病院 医事課 専門職

 27－（5）．DPCコース小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 阿 南　　 誠
国立病院機構九州医療センター 医療情報管理センター 実務統括

管理者

委員 秋 岡 美 登 惠 国立病院機構九州医療センター 診療情報管理室長

委員
石川ベンジャ

ミ ン 光 一

国立がん研究センター がん対策情報センター がん統計研究部  

がん医療費調査室長

委員 林 田 賢 史 産業医科大学病院 医療情報部 部長

委員 伏 見 清 秀
東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 医療政策情報学分野 

教授

委員 吉 田　　 博 姫野病院 名誉院長
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 27－（6）．医師事務作業補助者コース小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 須 貝 和 則 国立国際医療研究センター 医事課診療情報管理室 室長

委員 大 槻 憲 吾 相澤病院 がん集学治療センター がん登録・統計調査課 課長

委員 佐 合 茂 樹 木沢記念病院 事務長

委員 高 橋 勇 二 浜松市リハビリテーション病院 副院長

委員 中 山 和 則 筑波メディカルセンター病院 副院長・事務部長

 27－（7）．腫瘍学分類コース小委員会（担当副会長：今泉暢登志）

委員長 髙 橋 長 裕 公益財団法人ちば県民保健予防財団 総合健診センター 顧問

委員 稲 垣 時 子
国立がん研究センター東病院 医療情報管理室  

医療情報クオリティ係長・医療情報運用管理係長

委員 大 槻 憲 吾 相澤病院 がん集学治療センター がん登録・統計調査課 課長

委員 住 友 正 幸 徳島県立三好病院 病院長

委員 中 村 康 寛 純真学園大学 保健医療学部 医療工学科 特任教授

特別委員 及 川 恵 美 子
厚生労働省 大臣官房統計情報部 企画課 国際分類情報管理室  

国際分類分析官

特別委員 大 井 利 夫 上都賀総合病院 名誉院長

 Ⅸ．医療の国際展開に関わる委員会

 28．国際医療推進委員会（担当副会長：相澤孝夫、末永裕之、梶原　優）

委員長 相 澤 孝 夫 相澤病院 理事長・院長

委員 末 永 裕 之 小牧市民病院 病院事業管理者・院長

委員 梶 原　　 優 板倉病院 理事長

委員 宇 都 宮　　 啓 国立国際医療研究センター 企画戦略局長・国際医療協力局長

委員 亀 田 信 介 亀田総合病院 病院長

委員 木 村 壯 介 一般社団法人日本医療安全調査機構 常務理事

委員 福 井 次 矢 聖路加国際病院 病院長

特別委員 山 本 修 三 一般社団法人Medical Excellence JAPAN 理事長

 Ⅹ．その他

 29．図書委員会（担当副会長：岡留健一郎）

委員長 望 月　　 泉 岩手県立中央病院 病院長

委員 津 浦 幸 夫 横須賀共済病院 病理診断科部長・中央検査科部長

委員 福 岡 敏 雄 倉敷中央病院 救命救急センター センター長

委員 藤 原 敏 正 千葉県済生会習志野病院 診療部長

委員 天 野 い づ み 静岡赤十字病院 医学図書室 司書

委員 石 井　　 恵 群馬県済生会前橋病院 病歴管理・図書室 司書

委員 高 橋 奈 津 子 聖隷浜松病院 第一図書室 司書
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四病院団体協議会

四病院団体協議会各団体の会長

役　職 氏　名 施　設　名

日本病院会　会長 堺　 常 雄 総合病院聖隷浜松病院

全日本病院協会　会長 西 澤 寬 俊 西岡病院

日本医療法人協会　会長 加 納 繁 照 加納総合病院

日本精神科病院協会　会長 山 崎　 學 サンピエール病院

総 合 部 会

役　職 氏　名 施　設　名

日本病院会　会長 堺　 常 雄 総合病院聖隷浜松病院

日本病院会　副会長 今泉暢登志 福岡赤十字病院

日本病院会　副会長 末 永 裕 之 小牧市民病院

日本病院会　副会長 岡留健一郎 済生会福岡総合病院

日本病院会　副会長 相 澤 孝 夫 相澤病院

日本病院会　副会長 梶 原　 優 板倉病院

日本病院会　副会長 大 道 道 大 森之宮病院

全日本病院協会　会長 西 澤 寬 俊 西岡病院

全日本病院協会　副会長 安 藤 高 朗 永生病院

全日本病院協会　副会長 猪 口 雄 二 寿康会病院

全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

全日本病院協会　副会長 織 田 正 道 織田病院

全日本病院協会　副会長 美 原　 盤 美原記念病院

日本医療法人協会　会長 加 納 繁 照 加納総合病院

日本医療法人協会　会長代行 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院

日本医療法人協会　副会長 鈴 木 邦 彦 志村大宮病院

日本医療法人協会　副会長 菅 間　 博 菅間記念病院

日本医療法人協会　副会長 関 　 健 城西病院

日本医療法人協会　副会長 小 森 直 之 なぎ辻病院

日本医療法人協会　副会長 太 田 圭 洋 名古屋記念病院

日本医療法人協会　副会長 馬 場 武 彦 馬場記念病院

日本精神科病院協会　会長 山 崎　 學 サンピエール病院

日本精神科病院協会　副会長 河 﨑 建 人 水間病院

日本精神科病院協会　副会長 長 瀬 輝 諠 高月病院

日本精神科病院協会　副会長 冨 松　 愈 三池病院

日本精神科病院協会　副会長 松田ひろし 柏崎厚生病院
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総務委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 末 永 裕 之 小牧市民病院

日本病院会　副会長 梶 原　 優 板倉病院

全日本病院協会　副会長 安 藤 高 朗 永生病院

全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

日本医療法人協会　会長代行 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院

日本医療法人協会　副会長 馬 場 武 彦 馬場記念病院

日本精神科病院協会　副会長 長 瀬 輝 諠 高月病院

医療制度委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

◎ 日本病院会　副会長 相 澤 孝 夫 相澤病院

日本病院会　副会長 末 永 裕 之 小牧市民病院

日本病院会　副会長 岡留健一郎 済生会福岡総合病院

全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

全日本病院協会　副会長 織 田 正 道 織田病院

全日本病院協会　副会長 美 原　 盤 美原記念病院

日本医療法人協会　副会長 小 森 直 之 なぎ辻病院

日本医療法人協会　副会長 馬 場 武 彦 馬場記念病院

日本医療法人協会　副会長 太 田 圭 洋 名古屋記念病院

日本精神科病院協会　副会長 河 﨑 建 人 水間病院

日本精神科病院協会　常務理事 千 葉　 潜 青南病院

日本精神科病院協会　理事 櫻 木 章 司 桜木病院

（◎委員長）

医療保険・診療報酬委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　常任理事 生 野 弘 道 守口生野記念病院

日本病院会　常任理事 中 井　 修 九段坂病院

日本病院会　社会保険診療報酬委員会　委員 島　 弘 志 聖マリア病院

◎ 全日本病院協会　副会長 猪 口 雄 二 寿康会病院

全日本病院協会　常任理事 鉾之原大助 市比野記念病院

全日本病院協会　常任理事 山 本　 登 菊名記念病院

○ 日本医療法人協会　副会長 太 田 圭 洋 名古屋記念病院

日本医療法人協会　常務理事 金 澤 知 徳 青磁野リハビリテーション病院

日本医療法人協会　常務理事 土谷晋一郎 土谷総合病院

日本精神科病院協会　常務理事 菅 野　 隆 東武中央病院

日本精神科病院協会　常務理事 平 川 淳 一 平川病院

日本精神科病院協会　医療経済委員会　委員長 馬 屋 原 健 光の丘病院

（◎委員長　○副委員長）

名　　簿
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医業経営・税制委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 梶 原　 優 板倉病院

日本病院会　常任理事 安 藤 文 英 西福岡病院

全日本病院協会　副会長 猪 口 雄 二 寿康会病院

全日本病院協会　常任理事 中 村 康 彦 上尾中央総合病院

全日本病院協会　医業経営・税制委員会　副委員長 今 村 英 仁 今村病院

◎ 日本医療法人協会　会長代行 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院

日本医療法人協会　副会長 小 森 直 之 なぎ辻病院

日本医療法人協会　副会長 馬 場 武 彦 馬場記念病院

日本精神科病院協会　常務理事 林　 道 彦 朝倉記念病院

日本精神科病院協会　理事 見元伊津子 乙金病院

日本精神科病院協会　病院経営管理委員会　委員長 塚 本　 一 吉祥寺病院

（◎委員長）

厚労省・福祉医療機構・四病協合同勉強会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 梶 原　 優 板倉病院

全日本病院協会　副会長 安 藤 高 朗 永生病院

日本医療法人協会　会長 加 納 繁 照 加納総合病院

日本精神科病院協会　会長 山 崎　 學 サンピエール病院

医療安全対策委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 岡留健一郎 済生会福岡総合病院

日本病院会　医療の安全確保推進委員会　委員長 木 村 壮 介 国立国際医療研究センター病院

◎ 全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

全日本病院協会　常任理事 飯 田 修 平 練馬総合病院

全日本病院協会　常任理事 永 井 庸 次 ひたちなか総合病院

日本医療法人協会　副会長 関 　 健 城西病院

日本医療法人協会　副会長 太 田 圭 洋 名古屋記念病院

日本医療法人協会　常務理事 小田原良治 小田原病院

日本精神科病院協会　常務理事 髙 宮 眞 樹 高宮病院

日本精神科病院協会　医療関連死調査委員会　 

検討部会部会長
松 尾 典 夫 松尾病院

（◎委員長）

名　　簿
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二次救急に関する検討委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 岡留健一郎 済生会福岡総合病院

日本病院会　常任理事 前 原 和 平 白河厚生総合病院

全日本病院協会　常任理事 猪 口 正 孝 平成立石病院

全日本病院協会　理事 中 村　 毅 戸田中央総合病院

◎ 日本医療法人協会　会長 加 納 繁 照 加納総合病院

日本医療法人協会　会長代行 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院

日本精神科病院協会　常務理事 南　 良 武 木島病院

日本精神科病院協会　常務理事 菅 野　 隆 東武中央病院

（◎委員長）

在宅療養支援病院に関する委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

◎ 日本病院会　副会長 梶 原　 優 板倉病院

日本病院会　常任理事 生 野 弘 道 守口生野記念病院

全日本病院協会　副会長 織 田 正 道 織田病院

全日本病院協会 黒 澤 一 也 くろさわ病院

日本医療法人協会　副会長 鈴 木 邦 彦 志村大宮病院

日本医療法人協会　常務理事 佐 能 量 雄 光生病院

日本精神科病院協会 田 邉 英 一 慈雲堂病院

日本精神科病院協会 菊 池　 健 井之頭病院

（◎委員長）

治療費未払問題検討委員会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　常任理事 安 藤 文 英 西福岡病院

全日本病院協会　常任理事 木 村　 厚 木村病院

日本医療法人協会　副会長 小 森 直 之 なぎ辻病院

日本医療法人協会　常務理事 佐 能 量 雄 光生病院

日本精神科病院協会　副会長 長 瀬 輝 諠 高月病院

日本精神科病院協会　常務理事 南　 良 武 木島病院

日本精神科病院協会　病院経営管理委員会　委員長 塚 本　 一 吉祥寺病院

弁護士 木ノ元直樹 木ノ元総合法律事務所

公認会計士 田 中 治 樹 淡青社

名　　簿
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日医・四病協ワーキンググループ

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　副会長 末 永 裕 之 小牧市民病院

日本病院会　副会長 相 澤 孝 夫 相澤病院

全日本病院協会　副会長 猪 口 雄 二 寿康会病院

全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

日本医療法人協会　会長代行 伊 藤 伸 一 総合大雄会病院

日本医療法人協会　副会長 太 田 圭 洋 名古屋記念病院

日本精神科病院協会　副会長 河 﨑 健 人 水間病院

日本精神科病院協会　副会長 長 瀬 輝 誼 高月病院

日本精神科病院協会　常務理事 千 葉　 潜 青南病院

日本医師会　副会長 中 川 俊 男 日本医師会

日本医師会　常任理事 石 川 広 己 日本医師会

日本医師会　常任理事 鈴 木 邦 彦 日本医師会

日本医師会　常任理事 釜 萢　 敏 日本医師会

准看協運営協議会

役　職 氏　 名 施　設　名

日本病院会　理事 望 月　 泉 岩手県立中央病院

全日本病院協会　常任理事 川 島　 周 川島病院

日本医療法人協会　副会長 菅 間　 博 菅間記念病院

日本精神科病院協会　常務理事 林　 道 彦 朝倉記念病院

日本医師会　副会長 松 原 謙 二 日本医師会

日本医師会　常任理事 釜 萢　 敏 日本医師会

日本専門医機構に関する打合せ会

役　職 氏　 名 施　設　名

◎ 日本病院会　副会長 末 永 裕 之 小牧市民病院

全日本病院協会　副会長 神 野 正 博 恵寿総合病院

全日本病院協会　副会長 美 原　 盤 美原記念病院

日本医療法人協会　副会長 関 　 健 城西病院

日本精神科病院協会　副会長 松田ひろし 柏崎厚生病院

（◎座長）

名　　簿
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日本病院団体協議会

代表者会議

団　体　名 代表者氏名 連　絡　先

国立大学附属病院長会議 常置委員会委員長 山 本 修 一 事務局長 兼 山 精 次

独立行政法人 

国立病院機構
理　事 楠 岡 英 雄

医療部医療課 

医療企画専門職
坂 口　 大

○
一般社団法人 

全国公私病院連盟
会　長 高 橋 正 彦 事務局長代理 脇 田 誠 司

公益社団法人 

全国自治体病院協議会
会　長 邉 見 公 雄 事務局長 小 林 暢 広

公益社団法人 

全日本病院協会
会　長 西 澤 寬 俊 事務局長 勝 又 正 夫

一般社団法人 

日本医療法人協会
会　長 加 納 繁 照 事務局長 清　 賢 二

◎
一般社団法人 

日本社会医療法人協議会
副会長 神 野 正 博 事務局 佐 藤 昌 敏

一般社団法人 

日本私立医科大学協会

病院部会担当 

業務執行理事
小 山 信 彌 事務局長 小 栗 典 明

公益社団法人 

日本精神科病院協会
会　長 山 崎　 學 事務局長 中 山 拓 治

一般社団法人 

日本病院会
会　長 堺　 常 雄 事務局長 福 田　 隆

一般社団法人 

日本慢性期医療協会
会　長 武 久 洋 三 事務局長 池 端 幸 彦

独立行政法人 

労働者健康福祉機構
理　事 加 藤 賢 朗

医療事業部 

調査役
野 中 博 明

（◎議長　○副議長）

名　　簿
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診療報酬実務者会議名簿

団　体　名 氏　名 施　設　名

国立大学附属病院長会議 木 原 和 徳 東京医科歯科大学医学部附属病院　院長

独立行政法人 
国立病院機構

梅 田 珠 実 独立行政法人国立病院機構本部　医務担当理事

独立行政法人 
国立病院機構

岡 田 千 春 独立行政法人国立病院機構本部　医療部　病院支援部長

◎
全国公私病院連盟 

常務理事
原 澤　 茂 済生会川口総合病院　院長

全国公私病院連盟 
理　事

加 藤　 誠 成田赤十字病院　院長

全国自治体病院協議会 
副会長

原　 義 人 青梅市立総合病院　院長

全国自治体病院協議会 
参　与

木 村 泰 三 富士宮市立病院　名誉院長

全日本病院協会 
副会長

猪 口 雄 二 寿康会病院　理事長

全日本病院協会 
常任理事

山 本　 登 菊名記念病院　理事長

○
日本医療法人協会 

副会長
太 田 圭 洋 社会医療法人名古屋記念財団　名古屋記念病院　理事長

日本医療法人協会 
常務理事

土谷晋一郎 特定医療法人あかね会　土谷総合病院　理事長

日本社会医療法人協議会 
副会長

神 野 正 博 社会医療法人董仙会　恵寿総合病院　理事長

日本社会医療法人協議会 
副会長

伊 藤 伸 一 社会医療法人大雄会　総合大雄会病院　理事長

日本私立医科大学協会 
病院部会担当業務執行理事

小 山 信 彌 東邦大学医学部　特任教授

日本私立医科大学協会 
特定機能病院等における包括 

評価制度に関する調査研究分析 

ワーキンググループ委員

川 瀬 弘 一 聖マリアンナ医科大学　小児外科学　講師

日本精神科病院協会 
常務理事

菅 野　 隆 医療法人壽鶴会　東武中央病院 　理事長

日本精神科病院協会 
常務理事

平 川 淳 一 医療法人社団光生会　平川病院　院長

日本病院会 
常任理事

中 井　 修 九段坂病院　院長　

日本病院会 
社会保険診療報酬委員会委員

島　 弘 志 聖マリア病院　病院長

○
日本慢性期医療協会 

副会長
池 端 幸 彦 医療法人池慶会　池端病院　理事長

日本慢性期医療協会 
常任理事

矢 野　 諭 医療法人社団大和会　多摩川病院　理事長

独立行政法人 
労働者健康福祉機構

加 藤 賢 朗 独立行政法人労働者健康福祉機構  医療企画担当理事　

独立行政法人 
労働者健康福祉機構

佐 藤　 譲 関東労災病院　院長

（◎委員長　○副委員長）

名　　簿
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